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1 問題と方法

我々はζれまで，社会心理学的枠組にたっ質問紙調査はよって，大学生の連]if;構造と譲応過程を

追跡的R:，かつコホー卜分析法にのっとって分析し，報告してきた。コホートとしては， 52年度入

学生から55年度入学生までと弱年度入学生， 60年度入学生のあわせて 6コホートを対象'C，1年次

から 2年次，あるいは 3 ・4年次まで追識し，その各時点について，それまでの学生生活の諸領域

へのかかわりを臨顛させた後にあらわれる時・空間的な全体的適!s感，即ち総括的適応感(to tal 

f付 lingof summarized adjstment 以下 SAと略称〉の規定罰・予ilIJ関の構造が比較・考察さ

れてきた。

その一環として， 52年夏入学生と何年度入学生について SAの変容認関連する先行時点における

襲連要国〈予測国〉の大数的・統計的解明が試みられた乙豊嶋ほか 1980，1982， 19部 . Toyoshima 

e t al 1981)が， 52年度入学さ主;とみら北た予測国と 54年度入学生のそれとは共通性は乏ししこれ

は，菌立大学入学試験制度改定車後の54年蔑入学症の 1年次における全較的は良好な適!s状況(豊

橋ほか 1981a) 'C基づくコホー卜差がその 1盟である，と考えられたく豊鳴ほか 1錦 1b，芳野ほか

1981，糟ほか 1981)。つまち，大学受験制度の変動に伴なう文化変容及びその所態として， 54年度

生の良妻子な選応状況がえられ，その乙ととの関連で適応過謹予測国民コホート惹が見出されたと考

えられる。

他方，昭和54年変の入試制度改定から 5年を経過し，受験文化が定着し，かっ，語和61年度はは

じまる再改訂む論議と現実の変動は影響辛うけていない時代である詔和59年度入学生の適応状況は，

54年度生と比べ次のような特徴を示していた(豊嶋誌か 1985)。

進学進銘決定過程においては職業指詞・専攻適性重機・受験学力民よる規輯が強まり，学部・学科満足感

は向上，生き方の確立f惑も強まったものむ深化や再吟味への意款は低下をみせる。大学の学業・講義といっ

たフォーマル爵直については，かかわり意欲ζそ強まったもののそれらは自我蔚辺的なものにとどまり，イ

ンフかーマル局額iζ関しては，サークルj活動そのものよりもそ ζでの対人関係に焦点が移行する一方で，大

学での友人との対人関採ぞれ自捧は自殺罵主主化するなど，インフォーマル領域へのかかわり方が浅薄化して

いる。また，全般に自殺中該的活動をもたない婿が増大し，それとの関連で持来展望めレベルで密議中桜的

活動舎もとうとする期待・堪えが強まっている。また，家蔑や高校期からの友人といったIB来め対人関係の

!3張中核化が進行している。

大学入試制度の変動とそれに伴なう受験文化の変容の禍中はあったコホートである 54年慶生と，

定着~安定期Kあった.コホートである 59年度生とわ関でこのような適応状況の差異が認められた ζ

とは，適応過程予測閣にもコホート差が空じていることを予掛させる。

そこで本論文は， 59年変入学生の入学盟後 7丹時 1年次終了時の 3聞の諜査の資料を用いて，

以下の 2つの目的記沿って考察し，解明する ζ とをめざす。即ち，第 1の昌的は，昭和的年夏入学

生を対象として，従来と同様 2調査時点聞のSA段階く東好 A，中間 B，不良:C)の推移

に控話して，先行時点の間じ SA設織の者が後続時点でのSAを改善・維持・悪化させることに関

漉する先行時点における予翻閣とその関連講議(生活空間体制〉をあきちかにする ζ とである。第

2の目的は， 54年度入学生と 59年度入学生の適誌過程の予測因とその関連携遺(生活空間体制〉の
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比較・対照を通して，入学試験制度変動期と定着期の適応過程の予測閣の時代的変遷をおぐる ζ と

である。

分析芋続

まず，先行時点のSAのA，B， Cと現時点のSAのA，B， Cを組合せた 9群 (G1-G9)の

SA変容類型 (r遥Jl)通程J類型〉を期成する。自的 1のためお分析は， 54年変入学生と 59年変入

学生で共通認採用された震関紙調査環日ひへの長率を， G1-G3， G4-G6， G7-G9の内部で

それぞれ統計的に比較し，更は， G1から G9までの知毘をまとめる影でなされた。 7月時における

総摺的適応惑の予測悶，即ち 1年次樹半の適応遅程の予誤IJ閣の分析のためはは，入学直後の調査

自が分析された。調査項目は，表 4および表 5~とみられるように，高校期の生活体制，進学進路

，大学生活の様々とE領域への静価・構え，教養部から卒業後までの様々な領域での生活に

たいする予想・期待を問う 31(J) 5段階評定尺度項目と21の選訳式または自由記述式項目から構成さ

れている。また 1年次終了時の SAの予測躍，即ち 1年次前半む溜Jl)潜程の予誕菌の解明むた

め誌は， 7 J3持の謁査項自へお疫誌が分析されるが，それ誌，表?および表 8にみられるように，

入学時かち卒業後までの様々な鎮識に対する評癌・替え，予想・期待を開うおり 5設譜評定尺変項

闘と誌の選摂式または自自記述式現掛から講或されている。 5段離評定現諒については平均鐘の愛

( t検定〉が，また，選釈式または自由記述式項目後者については度数の差の検定 (12換定，

df 1)がなされた。

閥的 2の分析のために，目的 1の分析によって昭和田年度入学生の適応過租の予測因として抽出

された反応と，既K我々が静綿花考察している昭和54年度入学生の予測盟〈豊嶋ほか 1982，1983) 

との縄問が換討された。そむ醸，隣年度簡の異同は，表 1~C示した規準記よって分類された。第一

護 1 適Jo遇翠予灘震の
時代的変遷のパターン

S54 S59 

数〈変化なし)
+ + 

変
α. プラス方向

O 

への変遷
O + 

イと 十

あ
;9.マイナス方

+ O 

向への変遷
G 

÷ 

は，高年度とも後続のSAiζ対して両方売の関連設が言言、め

ちれた&:.定、でみち， ζ

とみなしうる反志である母

をこえたー設的な予誕西

αはJ 59年震になると後

統のSA応対するネガティブな関連性(即ちマイナスの予

測j性)が消えたり， 54年度にはマイナスの予測性をもって

いたのに的年度になってプラスの予測性が現われたり， 54

は予測性をもたなかったのは59年撲にはプラスの予

測性安もつに至った反応で毒る。 ζれらそマイナスの予誕

性が消えプラスの予誕性をもつよう誌なったくなちつつみ

る)&:'Jl)群として一括した昏 ζれは J r結果*考察J，ζお
+:後続時点のSAにまの翼連性をもつ いては予測機能の「プラス方向への変遷Jとして記述され

ー 11 負 が るζ とになる。第二のβはαとは逆方向の時代的変遷を示。 11 有意な関連性がない
すものであって，プラスの予測性が消え，マイナスの予測

性告もつようになった(なりつつある)反応脚である。これらは， r結果・考察Jにおいては予測

機能の「マイナス方向への変遷」として記部おれる ζ とになる。

分析対象

以下，結果・考察(1)では J 1-入学議後と 1-7J3時の爵藷査で有効費料のえちれた54年慶入学
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生476名， 59年慶入学生519名〈それぞれ入学者の 45.8%， 47.1 %)の調査 iにおける反応が比較

される。 G1-G9の捧成比は，諜2'とみられる遇ちであるが， 54年夏入学生に比べて59年度入学生

拭，入学置後も 7月時も共，C，より適応的になっているくそれぞれジ位 14.66，ぉ.64.いずれも df

=2， pく，001)0 これは，入学車後のSA.Bと7月時のSA.Aが増加し，適応過種別では，悪化群

(G2， G3， G5)の減少と Aの維持群 (G1) とBからの改善群 (G4)の増加による。

義 2 1年次前半 (4月時7月)への適応過桂題型

4 月 時 SA  7丹時 SA

A. 遊 応 B. 中 関 C.非適応 段階加の計|

A. 適応
164 (57.1) 

G4 
~ (31. 9) 

G7 
24 (30.8) 217 

7 G 1 ~~ (73.4)時 78 (49.1)券発 29 (35.8) 311 

月 99 (34.5)発持 42 (46.2) 27 (34.6) 168 
時 B. 中 間 G2 

63(包 7) G 5 63 (39.6) G8 
25 (30.9) 151 S 

A 24 ( 8.4)。 部 (22.0)持 27 (34.6) 91 
C. 非適搭 G3 

12 ( 4.3) 
G6 

18 (11.3) 
G9 

27 (33.3) 57 

4月時 SA 287 ( 100) 91 ( 100) 78 ( 100) 476 

段譜射の計 279 ( 100) 159 ( 100) 81 ( 100) 519 
一

傘数字はき芝数。( )内は4月時SA段構期計民対する%0
・上設は54生，下段は59住。
• G1--G9各群擢数の年護轄の増棋を駕托示した。駕の 0，持拡多い方iζ付した (1'2検定， df=l) 0 

o P<.10，発く.05，持持<.010

結果・考察{幻では，1-7月時と賢一 1年次終7時の両調査で有効資料のえられた54年度入学生

380名， 59年度入学生4九名〈それぞれ入学者の 36.5弘， 43.6 %)の調査ドζおける茨応が比較さ

れる。 G1-G9の構成比は袈 3の過ちであるが， 7月時では59年慶入学生がより適応的になってお

り(1'2=ロ 14.96，df = 2， Pく.001)，1年次終了時ではその傾向はー趨顕著iとなっている (1'2= 25.50， 

dfロ 2，pく.001)。ζ のζ とは， 59年度入学生で 1年次末のSA.A群 (G1，G4， G7)の設が轍g

し， G2， G3， G，5， G6の比が減少している ζ とによるものである。

義3 1年次後半 (7月時2月)への適応過韓額型

7 丹 時 SA  2月時 SA

A. 遊 応 B. 中 関 C. 非適JiD 段構別の計

A. 適応
95 (52.2) 

G4 
27 (19.0) 

G7 
11 (19.6) 133 

2 G 1 214 (74.3)発発 49 (37.η怜券 18 (34.0)。 281 

月 初 (38.5)発発 85 (却.9)。 24 (42.9) 179 
時 B. 中 間

G2 61 (21.2) G5 64 (49.2) G8 
16 (30.2) 

S 141 

A 17 ( 9.3)発 30 (21.1)。 21 (37.5) 68 
C. 非道応 G3 G6 G9 

13 ( 4.5) 17 (13.1) 19 (35.8) 49 

7月時 SA 182 ( 1∞) 142 ( 100) E6 ( 100) 380 

段構別の計 怨8( 1∞) 130 ( 100) 出(1∞) 471 
L・・ー 』四

-数字は度数。( )内は7月時SA段構}]IJ計よζ対する%。
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主

なお，結集・考察(1)(2)とも，比較結果の表示〈袈4・5・7・8)は碕年度聞での護む有無と差の方

母性委示すにとどめである。平均盤・度数等の粗ヂータは文京-r資料j した。

E 結果・考察(1) 1年次損半の迦応渦穣

1. 59年度入学生命適応過穣の事讃IJ盟

イ. G1--G3について:高校窮でのクラブ活動や交友への強い関与がSA.Aの維持喪閣となる

く衰4~4， 5)が，地方， 鞭5立〉

還ちクラブlζ最も力安注いだ者

はCfC悪化しやすい。く以下，

鞭 4及び蓑5参照)。高校~

受験期金体への高い瀧足感は，

Aの維持と Cへの悪化の双方を

生じ易い縄義性を持つ。人生指

針探紫の構えと議立感，明護な

進学罰的(特に職業費;信重視型)， 

現所罵への強い満足惑はSA.A

の維持薬躍で為る。{践し，学草寺・

専攻への強い溝足感や，‘やち

たい事がやれそう'との農望に

よる現所麗選机はSA.Cへの悪

化を招く WIJも多く，入学藤後の

く大学生活〉観や専攻観と現実

とのギャップ民基いてSAが悪

イじする塞が脊夜ずることを示唆

する。

入学後の生活捧割については，

自我中核的活動を持たなかった

り，今後む全体的適応予想が弱

い場合， SAは抵下し易いが，

交友・サークルへの強い関与意

欲がSAの維持要因となる。し

かし，サークル活動は最も力を

入れる構えは， SAの悪化を生

じ易い。他方，学業領域への関

与の仕方と SAの関連は弱い。

褒ヰ 入学叢後調査にお診る反応の平均櫨比較
(五段階評定要恩〉

G1 G3 G4 - G6 G7 G9 

No. 項 関 G1 G1 : G1 i G2 G5 
G ‘ G4 G7+母 G7:G8:G7 

G2+3 G2:G3:G3 G6 G6 G5 G事 G9 : G9 i G8 

1 進学関的の号号室童書E (+十〉
+ 

a 

: 

z 受験事著書 く今〉 + : 
く+) ベト : (+) 

3 佼3薦
総学業自体

: + 
(+) 

草書
+ 〈〈++}}i: + : (ー):十4 ・ クラブ・ヲラス活動

s 自受由
宝寺

(++ ) 
+:  

ベト
+ : 

6 

交友 + + 4ト
期

$へ 度 人主主鑓査すの後立
一

の
+ i : (-) 

‘ 参7 恩 週目ぴ '.事長
重要

'・・

. : + s 要量 泌 怒 (+) 

9 車曜 定 書Z 令 +今 d~ー〉〉:;世 + 〔ベト): (+) ; 

10 考える草寺湖 〈十): 
(-) ， ‘ 

生き方

(+) : . 
' 

11 ・ 穏な望感 (+) 
人生指針

12 ~ì衝の納得感 + + + + iゃ

火 学++ 十ベト く+)
: 包13 

所 • 郡(+) ぉ: a 

14 ~ -
満員を奇襲

〈++); 
: く一}

(+) 
φ・:喰・ 一1S 学 科ゃ

16 転員持1O1.1'roJ + 
+ 

17 若草減への謝躍起E怒 (+) + 
十

(+) ; 

18 主主きがい・充実豊富
+ + : (や): 
+ ベト

19 雪量黛への重意欲 + + : (+) + : 

却
フ刻r 交す

JlIJ待惑

21 教 l 議 適応予怨

ヰギ
(+) i (+) 

221 ~震 J?レ写-蝿
出席意欲 ー

事事
E語毒 専門準備f意欲

‘ 
: 23U主

詩書
ます君主驚交流1意欲 (+) i 

+ 24 件、

2S の ィ ザ叩ヲル鑓主善意欲 (+) + :  十
期

〈ベト): (!) i I -j圃数 (+) 

27111量 積極度 φ (+): (+)! i (一): + 

281 ~護ル対家族交流潜欲 . ‘ . 

〈ベト)1 : (ー): 

m 主緩意 下号室・寮での H
+ 

〈++〉:やゆ (ー+) 
30 全体約 j議応予 怨 + 

肘日+

311 ;!事後滋絡籾 S重度 + 11 + I + : 

注 L 上段1;1;54入，下段は59入。

2 φi主positiveな反応ほどを最後SAが良好。 -I;I;ne窟ati崎公反応ほど後続SAが不良a

(4ト)(四〉は .05く P;;;.10 (t -test)。
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以上のように，人生指針や進学目的の確立・自我中核的活動の存在にみるような宙我間一性の形

成や，大学生活におけるインフォーマルな領域への関与奪教がSAを維持させるものの，高校・大

褒 5 入掌直後踏査にお甘る皮Jl;の護数比較

Gl a、“' G3 G4 -.... G6 G7 ，、" G9 

項図・皮応カテゴリー Gl qF!Q?!(て)G5 

C~:) G4 G7+8 G 71G81jLfG57j 1 
G2+3 G2 G3 !¥G G6 G5 G9 G9 G9 nG 

策北の龍果 !く骨 i . 孝重

. 

出身地 北 海 議 を2 傘き: 

: 省' 

関 東 以 語 <0 
I 

自 宅 : 
: 
-ー

く。
>。 く骨 く持:

: 拳. 

下 摘 る: 婁 ' ー. 
>発 >骨骨: ; >0 I 

住まい
進嚢ー ~ぅ争。や 盆さー， 

量' 

寮

〈下帯十アパート〉 >。 >。 : ー

， 季

現・接関 現 投 く~g : 
ー

高校期比
クラブ・クラ対話動 :く。: 会3

最も力を 遊び・趣味
:く。:

く。
き

いれた ζ と
な し 毒: 毒 1>州 jく骨>。

ゃちたかっ 遊び・纏味 く20骨骨 く持 iく時!
たがやれ事な

盆

き

' 

ー

>0 >* カ〉った な し 〉骨

やりたくな
受験準婿

:く。 ， 雀

かったのに
学 業

: 業ー

ー >。
やえならカg〉っるた事を

な し . ー 毒参: く骨 く柑 >。 >0 
弘知袋 な し

く柿 く締;
: 握' 箸

:>。

大学i鮮酌 職業・ A 驚格 >。 〉骨 j 重量ー. 

〉骨
-ー: 

!日、‘ 1 期 く骨 : 業

大 l竺族の条件 >枠 〉骨: ー毒: 零

〉。
盆， 

竃8 盆

動
学 力 ぐ。 ぐ。: : 委筆

: 

当 学 職業資格
: ， 薬事. 

く骨骨 くo く。;. 
機

;く骨 jく勢
て骨 ζ〉。C ; 志 望専攻あち

拐 現腕躍に一致
て5特

学
三三骨

異 系
達B 

‘ -
巻釜: 窓 動 志望専攻あり >0 

部
機

く締jく持:く特興味・適性

望 現所麗託一致 芝iく持: a 

学
毒: 

: ー. >0 ーきを. 関 系

異 系
奪畢: 之瓦

I 

科 護職業・資格 ， ー 3g I >0 ! >持 . 
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学ともにクラブ・サークル活動を自我中核的に定位する構えはSAを悪化させやすく，また，学業

などのフォーマノレな領域のSAへの関連は弱い，と言えよう。

(選摂式・自由記述式項目について)

G1 ，、， G3 G4 ...... G6 

項目・反応カテゴリー G1 ?jwj(。?)G5 

G2+3 G2 G3 :¥G3 G6 

やりたし事がやれそう :三3 >。

現 学 力 >。
所

属 興味 ・適性 <。

選
摂 職業・資格

動
家 から近い機

街にひかれて i<柑i<持

家 族 <。

自我中核的 高校期の友人

準拠集団 大学での友人 <。 く。:

な し
く持 くo i 

学 業 く持: : 

サークル・寮活動 >0 
. 
:<持

そ乙での
>0 遊 ぴ . 

中核的活動
会生観会世界要

とくになし <骨
: 

<持: <。

交 友 >。 >持:
今，最も . 
力をいれて 人生観・読書 く。 く。:

いる事
遊び・趣味

く。
<。

学 業
. 

<骨

d寸L 教養部 クラブ・寮活動 l<持l<持
後

期 交 友力
ーを な し

. 
入

れ 卒後への準備 . <。
Tこ 学部 学 業
し、 : 

事 移籍後 一~ 友 >。 >0 
. 

な し

卒 後 就 職 : 
志望進路 未 定

. 
: 

-上段は 54生，下段は59生。 ・( + )は合成カテゴリー。

.比較対のひとつ以上で差の認められたカテゴリーのみ表示。

.>…比較対の先のG.で多い乙とを示す。<…後のG.で多い。

・o .05< P豆 10，持 P三二.05，柑 P三二.01 (X2 df = 1) 
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ロ.G4......G6について ;ζ の群の適応過程の予測悶については，高校期の学業や受験といったフ

寸ーマ Jレな活動へむ強い関与と，‘や与さfるをえない'活動をもった事とがSA~Cプラスむ機能寄与果

す。この背景誌は，外的一公的な課題への滴応体験があると思われる。また，交攻やサークノレ・ク

ラブへの強い関与も SA詑プラスは関与する。顎確な卒後濃路態と就職指向も SA'Cプラスに機能す

るが，人生指針謹立への強い関与はマイナスは機能し，学部期で最も力を控ぐ事として，卒業畿の

準錆をあげる者も SAを低下させ易い。大学への進路決定iζ際して， IB一期校からの鞍欝者ではな

い事，もやちたい輔がやれそう P との麗盟による現所嬬瀧択，現所講の受容等がSA記プラスは機能

している。

入学後の生活捧制としては，講義への適応の自需は持つが，強い出諾意欲や学業に最も力を註ぐ

構えはもたない事，サークノレや交友への強い意設，それらの領域を自我中核的に定註する事，今後

む全体的適応予想等が， SA~cプラス応機詑している。他方，家按との強い交流意設は SAの改善と

器下の双方を生じさせやすいが，家族への準拠が強い場合には， SA-a廷下きそ安易い。

以上のように，外的課題や所講枠の受容と溜応への自儲，高校ではブ々ーマJレ，インフォーマル

双方の活動への積極的罵写，大学ではインフォーマルな活動のみへの積極的構え，卒灘後の志望進

銘を一応決めながらもその準備や人生指針の確立は猶予する構え，家族への距離をおいた準拠など

が，乙の君事のSAにプラスは機能している，と言えよう。

ハ.G1......G9について :ζ の群の適応過程の予測因について誌，高校期に受験及び交友lζ強く関

与し，最も力を注ぐ活動をもてた事がSAの改替要因になち易い。しかし，もやらざる脅えないg と

認知した活動があったり，遊び・纏味に強く関与したち，強い不全惑をもっ場合iとは， SAは改善

しにくい。

進路選択過程では，職業資格叢視がSAの改善要因である。しかし，学部，学科・課程への強い

満足感は，かえってSAの改善を短む要問となる。

入学後お金活体制としては，サークノレ・クラブの領域と SAとの関連は弱く，交友や家擦との交流

への強い意欲は，かえってSAの改善を題む要閣となる。また，遊びを自我中核的可ζ定挫すること

もSAの改響臨止要菌とみられる。

以上のように，うた学での対人交流への態欲や所罵瀦足感といった要問は， GI--G3， G4--G6で

は7月時め SAの改善を予誤.rJさせるものとして機能していたが，乙 ζでは逆'C，悪化争予測させる

ものとして機能するという点と，高校・大学を溜じて，偶人的な遊びゃ謹味iζ強く意味付与する構

えがSAOJ悪詑を予測させる要器として機能するという点とが， G7--G9 'C広くあてはまる特徴と

フ。

なお， GI--G9の広い範聞はわたって，高校生生活はおける交友への強い構えがSAを改善させ

る機能を果している事が注目される。

2. 適応過程の芋JU題合変遭

両年度の予灘間で予測方向が一致したものとしては，評定項自で詰，蓑4，とみられるように，高

校離はおけるクラブ活動や交友への強い関与，高校~受験期へお強い満足感，大学・学部・判ヰ〈課

程〉への強い満足感，生きがい・充実惑，教鞭部の講義への弱い出席議設があげられ， f也記，袈5
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にみられるように， G2: G3の現所屠選択動機としての、ゃちたい事がやれそうぺ G4:G5の高

校期で最も力を入れた事としてのクラブ活動がある o

ζれらをまとめると， Gl""'G3で拭，高校期のインフォーマJレな活動への強い関与・強い所属瀦

定感・充実惑が，両年産生とも SA-Aの維持要因となるが， l監は，、やりたい事がやれそう'との

展望による入学者は，両年度とも Cに低下する場合が多い，と蓄えよう。 G4""'G6では，講義への

強い意欲がSAを悪化させる機能を果し，逆tc'，高校・大学を通したインフォーマノレな活動への強

い意欲がSAを改善させる機能を果す，と蓄えよう。 G7""'G9では，尭全民一致した項目や反応地

見出せなかった。

しかし，高校期~受験期へり全体的溝足感，全体的適応予想や， G7+8: G9の高授期の遊びで

の不全感などでは，間じ比較対で逆方向の関連が認められ，また， 54生ではGl........G9の志い範盟で

予期国となっていた高校期見おけるクラブ・クラス諮勤，生き方・人生指針を考える時間や大学で

む学業の自我中核的定位などにおいては， 59生ではSAとの関連性が弱まり，逆.c" 54生で関連の

弱かった高校期的交友が広い範盟で関連性を強め，同じく，生き方・人生指針の確立感・それにて

ちした生活の納得惑のG1""'G3での関連性が明らかとなり， G7........G9で学部・学科(課程〉満足

感と SAとの負の関連が初めてあらわれる，といった年度間差が認められた。

次~c，，項関や反応の水準でではなく，生活領域や生活空間領域といった領域の水準でまとめて年

度開の変化を比較すると，義sにあるように，まず， Gl........G3では，その予測機能がプラス方向応

変選しているのは，卒業設志望職業や生き方的確立とサーク Jレや交友といったインフォーマノレ領域

への意欲であち，逆に，その機能がマイナス方向応変化してきているむは，専攻・遊性・学力霊境

の進学先決定，学業への意欲，クラブや交友への額注やその人格靖造の中核部への定位，高校生活

への強い騎足感である。

このように， Gl""'G3では，比較的長い時間農望を持った進路畏望や人生感探究への強い指向と

穣立惑といった自張関一性の形成にかかわる要閣の予測機能がプラス方向に変北し，逆tc'，専攻・

適性・学力を主条件とする大学進学，学業，高校生活への適応惑といった要国の予測機能はマイナ

ス方向へ変化してきている。 ζれに対して，サークル，クラブ，交友といったインフォーマルな鎮

域については， ζれらの領域に強い意款を持ち，大学での友人を自我講遣の中核部に定位する ζ と

の予測機能はプラス方向応変化したが，それらは過度比額注する ζ との予灘機能は逆にマイナス方

向に変化するといったような商方向への変化奇問時に生じている。 ζのζ とは，インブ*ーマル領

域の予測機能の増大とその領域へのかかわり方む浅薄化とが罷時に進行していることによると考え

られる。即ち，インフォーマル鎮誠へのかかわち意欲をもちつつも浅いかかわりにとどめようとす

るζ とで入学直後のSAの良野さが維持されていくむである。

G4""'G6では，予概機能がプラス方向に変化したのは，明確な大学卒業後志望進路，楽観的な将

来展望，大学生活におけるクラブや交友への意欲・額注であり，マイナス方向に変化したのは，学

力重視の進学先決定，卒業後の志望鞍業や生き方探索への強い関心，所寓満足感，学業lζ額注する

鴇え，高校時代の友人や家族といったrI日来の対人関係」を最もかけがえがないとする ζ とである。

ζのように， G4........G6では，明確で明るい将来農望とインフ寸ーマルな領域へのかかわち意欲の

予痴機能がプラス方向に変化し，逆，c，，学力重視の大学進学，自我同一性の形成，所璃枠や学業と
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いったフォーマルな領域，旧来の対人関孫といった要国の予測機能はマイナス方向へ変化してきて

いる。

G7-G9では，その議離がプラス方向に変イじしたのは，高授時代の友人による支え，不全感・掲

表 6 r漉応遇桂予選q国Jの異関

7月時連SAへの
関 性

領 域 A Gl ，、~ G3 

合職業・資格麓提の大学進学。

@ 「今・力Jが f人生観探紫J。

進路観・生き方 { I生き方を考える時間J(J)針 ， 生 日 「 確 立 惑J，生)
き方に照らした「生活の納得嬬J。

〈生き方探禦へむ強い指向と確立!齢

プ ラ ス方向 フ 耳f ーマル
への変溜

54 e 大学でのサークル・交友への強い意欲。 r大学での友人j
生 の自我中核的定位。. 

(一→ 1}イ ン フ ォ ー マ ル
( {呈し，サーク Jレ・交友への額控は(+→ 0)，(0 →…) 0 ) 

一→ O
59 o ゅ+
生

間

の 生活さ主捧・生活体欝j
四勺

予

損11
延長 専攻議視・適性麓捜お第一志理決定。

器
Lー

灘路観・生き方

の e 学力を規準とした進学護憲路決定過棟。

変 マイナス方向
選 への変 遺

ウ :.t 即時 て7 レ

H三) 舎大学学業・大学のフホーマJレ範蕗への強い撤欲。

⑦ LL高・カJがクラブ・クラス活動。
大学でのサークノレ・寮活動への傾法・中該部建設。

インフォーマル 金 「今・力Jr学部・力Jが交友。

f患 φ 高続出晋への強い灘思惑。〈十一一)

54 通 去
窃高でのクラブ・交友への強い関与要。

〔偲し，銀法は (0→…)， (+→0)0 ) . 
59 十→十

現 産
@ 強い充実感。

生 金強い所罵満足感。

む 来 来
共

渦 去 @ 「ゃちたい事がやれそうj との見通しによる要所購灘訳。通

襲 ー険 制一 現 在 9 「今・力Jが彊人的趣味・遊び。
思

未 来
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東惑のうすい高校生生活，高校時代から将来までにわたって傾枝対象を摂定しない構え多嘆識でな

い生活の受容であち，逆に，マイナス方向に変化したの誌，傭人的な遊びゃ謹味に強い関心をもっ

高校生金活を送ること，卒業後志望進路む明確さ，所騎灘定感，大学における学業への意欲，家接

一総括蓑ーく4月~γ丹〉

B G4 '“' G6 C. G7 ，司、， G9 

告〉 卒後忘議進路犠が現議(特Iz:.r就職j指向)。
〔指し，進学進路決意識穫での職業重視は，
〈十→0)，(0吋-)0) 

② 「ゃちたいことがやれそうJとの見通し拡よる現 ① 間左。
所高遷摂。

③ 「高校 eカJr学部・力jが f学業J。
〈但し， r教養部・力Jでは， (十吋ー)0 @) 

金大学講義広 FついていけるJ兇還し。

舎{大学でのサークルの強い強欲。 金 高校での交友への強い関与。現在の「自我中較的
f教整部・力Jが交友。 集~J が「高校蹟の変人J 0 

(高校患の交友からの支え〉
③高での憩蝶・遊び舎周虞iこおりる不全感。〈一一+十)

⑤ 大学主主活での全体的遥JZへの襲襲。 ④ 高での fゃれなかった事Jrやらダるを・…..Jが
(φ告と許わせ，‘楽態的な蒋来接調~ 0) 「なしJ。

〈不全感・掲束惑のうすい高校生活〉

ミ号 「高・力Jr教養部・力Jr学部・カjが「なしJ。
〈顎注対象を隈定しとまいζと)

金 SA.Cの生活的受響。

摂}(職難棄格への)
⑦ 卒後進路畿の明確さ。

通電。 強い関心
「学部・カJが「就職の準靖J。

⑨関左 。
⑨ 生き方課索への強い関母。

。 強い所翼溝足感。
}(学部・学科への)

告第一志望学部・軒への入増 イメー?と現実
〈十→一) のギャップ

G 「教義部・ブJJが F掌業Jo(十→一〉 命大学学業の強い意欲と中該部定位。

(!と併一)。 r問中核的集町清}(旧来倒入門 。 f高・力Jが趣味・避と声。 -遊びに喪心
校鎖む友人J。 への強い準拠 い高校賠'

⑬ 家族への準拠。 。同左。

G 同友。 。 職業・資格議読む進学進路選担。

争爵 ti.。

⑮ 大学での友人獲得態設〈数の多さ)。

⑪ 北海環串身者。

@ 強い出蒋意欲。

控 十→一，一→十の事現;aゴシックで表示。
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をかけがえのない人とする ζ とであった。

このように， G7.........G9で誌，高校生生活における対人関孫や非適志惑のなさ，現在り非灘m.的状

涜の受容，額控対称の拡散といった要菌の予郵機能はヅラス方向応変化し，逆H:，遊びゃ躍味を中

心とする高校生生活，将来む進路農望，所罵枠や学業といったフォーマノレ領域，家族といった要因

の予期機能はマイナス方向に変化しているo 乙ζでは，特，r.，傾注対象の誌散のもつ予測機能がプ

ラス方向K変化してきている乙とが注目されよう o

以上のべてきたにとをまとめてみると，大学における学業への意欲や傾注が金般に 7月時のS

A'ζマイナスの機能春生ずるに至っており，逆iζ，高校生活あるい詰大学生活での交友 eサークル・

クラブへの関与といったインフォーマJレ領域のもつプラス機能が強まっている，と蓄えよう。

しかし， ζのインフォーマノレ額域のもつ機能立〉変遺震は，詳細見みると， Gl.........G3では，それち応

対する韻詮がもっ機能はマイナス万需に控移しつつみるが， ζれiζ対して， G7.........G9で誌高校時代

の友人への強い準拠りもっ機設がプラス方向に推移している母また， Gl.........G3， G4.........G6では，大

学生活における交友，サークル・クラブの領域で変遷が見出されたむに対し， G7.........G9では高校時

代の友人でのみ変遷が見向された，といったような相違がみられた。

lXlと，卒業後の進路擦や進学道路む選摂過程における職業資格指向といった進路展望にかかわる

要因もプラスあるいはマイナスわ方向性を別記すれば 7月時SAとの関連性を変化させてきてい

る。特に，進学滋路濃訳過程にかかわる要因のうち， rやりたいにとがやれそう」との見通し陀よ

る現所膚選抗はG4.........G6，G7.........G9の双方でプラスの方向，r.，学力を規準とした進路運摂はGl......... 

G3， G4.........G6の双方でマイナスの方向Ir.，職業資格指向め灘路選摂の要理は， Gl.........G3ではプラ

スの方向Ir.， G4.........G6ではマイナスの方向にそれぞれ変化している。

それ以外の婆臨については，強い所麗濡是惑ならびに強い家接への準拠りもっ議能が， G4.........G6， 

G7.........G9の双方でマイナス方向の変遷をみせているs

以上が54，59謂年夏艶の変遷で3ちるが，次に 7足時のSAに関連する共通の要西をあげると，

Gl.........G3で詰，高校時代におぜる交友への強い関与，現在の生活の強い充実感，強い所属満足惑が

SAの改善疋， rやもちたい事がやれそうjとの見還しによる現所縄選摂，現在の活動の焦点としての

調人的遊び・趣味がSAの諜化花関連している。

G4.........G6では，高校時代における交友へり強い関与，現在の生活の強い充実感，大学での強い友

人獲得意欲が，共通してポヅティブに，逆iζ，北海道出身である ζ とと強い出席耀欲がネガティプ

にSA'ζ関連している。

G7.........G9では，職業資;格鑑視の進学進路選摂が7月時のSA'r.共通して関連する要国である。

ζのように， 54......... 59の調味鹿児共通するSAの予測図があげられるが，にのうち，高校時代にお

ける交友への強い関与，現症の生活の強い充実惑が， Gl.........G3， G4.........G6の双方で志く共通する予

測因となっているa
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1年次後半の適蕗逼覆結果・考察(2)誕

G1 "'-'G3について:生活空間領域として見た場合， SA. A (良水準〉の維持一悪化要因とし

てGl"'-'G3民共漉に働いているのは，大学生活における交友，自治的活動〈サークル・クラブ・ク

ラス・自治会情動など)，下宿・寮といったインフォーマルな色彩の強い 3領域と，自我間一性の形

成に調接関わる領域の，あわせて 4領域である〈以下，襲 7および灘8捗照〉。

交友の領域では，交度比適応的，積極的であり，強い態欲を示し，自我中核的対人関係として自

治的活動以外での大学の友

はSAを維持

，対人関係は過

る場合には，特

59年度入事生の適応過程

イ.

7月時調牽にお廿る反応のlJ'均儲比較
〈五段蹄評定項図〉
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(選択式・自由記述式項目について)
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一一 37 一一

G4 G4 . . 
G6 G5 

>持

<持

>持

<持

>。

>持

<持

〉。

〉持

G7 ，、、， G9 

G7+8 G7 G8 G7 . . 
G9 G9 G9 G8 

<持 <0 

>持:

: 

. 

. . 

: 

. : 

. 

>。

: . 



ζの弛の領域としては， G2: G3をのぞいて，所罵持と学業の2領域が加わり，更に， Gl: G3 

にかさ「って家族の領域が加わる。 ζのうち，所罵枠については，大学・学科〈課程〉・地域へお讃定

感が強く，転学〈学部・学科〉窓向が弱い事が，また，学業については，授業民出席し，噂門的準

舗をする事がSAを維持させ易Po{皇し，学部移籍後の力を入れる撃として「出滞・単位J~あげ

る事はSAを悪化させ易い。

以上のよう児， GI-G3では，交友，サークノレ eヲラブ，下宿・繋といったインフ々ーマノレ領域，

所属枠および学業のフォーマJレ領域，自挟詞一性の影成にかかわる領域の諮襲思がSAO)維持一悪

化は関連している。 ζのきち特iζ，インフォーマノレ領域はかかおる要閣については，交友や良治的

活動への肯定的構えはSAを維持させ易いが，しかしながら，そ ζでの対人関係そのものを過度に

自説中核的に定症する ζ とはSAを懇化させ易しまた，学業についても，教饗課樫陀おける授業

への出窓や専門の準捕はSAを維持させ易いが，逆iと，学部移籍後はまで f出席・単位J~Cζだわ

ることは SAを悪化させ易いようである。

o. G4-G6 について :SA・B(中間水準)改善一維持一悪化要因として共通に働いているのは，

授業・学業と萌題枠のフォーマJレな 2領域である。

授業・学業はついては，議JjU.、的でみち，噂F与の準掃をし，学業民意欲をもっζと;まSA.Bを改響

させ易い。偲し，講義足魅力を感じていたり，ゃちたかったができなかった事として学業をあげる

事はSA.Bの改善と悪化の両方向民間{面的民機能している。

大学・学部・学科〈課程〉・地域の各溝足感を含む所購枠も 2比較対で関連しておち.， G4-G6 

の共通の予関西といえよう。

ζれ以外では，下宿・繋泣 1つの比較対で関連しており，特に， SA・8の改欝要国として働いて

いる。また，交友，サークノレ等の 2領域が， G4: G6でのみ儀いており，友人を求め，対人関係で

適JjU.的であち，交友やサーク Jレ・クラブ等の濡童書記意欲を示すか苔かがSA.Bの改善一悪化を分化

する饗菌となっている母更は，畠我同一性の形成 (r吾標確立J)も 1つの比較対で関連しており，

人定観が確立的であるととはSA.Bの維持一改善に関連し，逆に， r力を入れたいごとjとしてr続
書・人生観の探究」をあげる ζ とはSA.Bの維持・悪化は関連している e

以上のように， G 4-G 6では，授業・学業と所望書枠といったフォーマノレな 2領域が，主として

SA.Bの改善・維持・悪化に関連しているといえよう。

ハ.G7-G9について:SA.Cの改善繋閣として共通に関連しているの;丸交友，所購枠，自我

同…牲の形成の 3領嫌である g

交友では適応的であり，所属枠については大学・学部・学科〈課程)・地域は満是し，較学(学

部・学科〉志向が鍔い事がSA.Cを改善させ易くするようである。告我閥ー性にかかわる領域はつ

いては，全体的適応予想の良さが SA~C 関連しているが，人生嬬の探究への過渡の集中詰，むしろ，

SA.CのBへの改善を担止する要理としてのみ機能しており，自技同一性の形成の要因は必ずしも

全較的で強力な予挺機能をもっ要腐とはいえないようである。

その他の領域としては，尊敬する人や鰐との関採，学業への意欲，サークノレ，家族が 1つの比較

対のみで関連している。自我中核的人間関保として尊敬する人や師をみげる事は， SA.Cを攻普さ

せにくくするようであり，学業への意欲はSA.CのAへの攻善はかかわっている。サークノレ等およ
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ぴ家族の 2領域はGS:G9でのみ予測因として機能しており，サークルでの対人関係を自我中核的

に定位する乙とや家族との交流は SA-CをBに改善し易いようである。

以上のように， G7.......G9では，授業・学業および所属枠のフォーマノレな 2領域が主として関連し

ているといえよう。

Gl.......G9までをまとめてみると，全群を通して共通の予測因として機能しているのは，所属枠の

受容のフォーマJレな 1領域だけである。もう 1つのフォーマル領域を構成する授業・学業は， G7 ....... 

G9をのぞく Gl.......G6までの比較的広い予測因として機能している。インフォーマルな領域のうち，

交友はG4.......G6をのぞく Gl.......G3，G7.......G9で共通の予測因として機能しておりプサークル・ク

ラブ，下宿・寮生活の 2領域は，主としてGl.......G3における予測因として機能している。また，自

我同一性の形成にかかわる要因も，同様にGl.......G3でのみ共通の予測因となっている。最後に，家

族の要因の関連性は乏しく限定的であるが，特に SA-AのCへの悪化や， SA-CのBへの改善にか

かわる要因として機能しているようである。

2. 適応過程予測因の変遷

双方の適応過程で予測方向の一致しているのは，評定項目では，転学(学部・学科)指向の弱さ，

地域満足感，生き方・人生指針確立感，学業への意欲，サークル関与意欲，交友意欲，全体的適応

予想の 7項目であり，評定項目以外では，居住形態としての「間借・アパートJ(G4:G6)および

「寮J，友人の質としての「気がねなく何でも話せる友人J， 乙れまでに力を入れた乙ととしての

Iなし」であった。一致はしているものの逆方向であるのは，評定項目では，講義への魅力度，力

を入れたい事の実現見込みの 2項目であり，評定項目以外では，居住形態としての「間借・アパー

トJ(Gl: G2+3)，自我中核的対人関係としての「サークル・寮」であった。

乙れらをまとめると， Gl.......G3では，所属枠の受容，交友，生き方・人生指針確立感，サークノレ

関与意欲が，両年度生とも SA-Aと正に関連し，居住形態としての「寮」および活動の焦点の拡散

が負に関連している。乙れに対して，居住形態としての「間借・アパート」と自我中核的対人関係

としての「サークル・寮での友人」も両年度で関連しているが，前者は負から正に，後者は正から

負にその関連性を変化させている。 G4.......G6では，交友，人生指針確立感，学業への意欲がSA-B

と正に関連し，居住形態としての「間借・アパート」が負に関連している。乙れに対して，講義へ

の魅力度は，特にG4:G5で正から負にその関連性を変化させている。 G7.......G9では，全体的適応

予想だけが両年度の SAに正に関連していた。

乙れらは対して， 54生では SAに関連していた講義への出席度，サークノレ関与度，下宿・寮適応

感および交流度，生き方・人生指針にてらした生活の納得感，生きがい・充実感，出席意欲がその

関連性を失い，逆に 54生では SA~<::関連をもたなかった学科(課程)満足感に関連が生じる，とい

った年度間差が認められた。

次に，項目や反応の水準でではなく，領域別にまとめて年度聞の変化を比較すると，表 9~とみら

れるように，まず， Gl.......G3では，その予測機能がプラス方向に変化したのは，居住形態としての

「間借・アパートJ，交友での支えや交友への肯定的構え，家族における適応感，目標実現への展望
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褒 9 r適応過程予測医uの異開

2月時SAへ性の
関連

鏡 域 A. 。1 ，、M G3 

CD f間借・アパートj騒住.(一→十)

住 き 方 ③ 「今力」が人生観錬索。

プラス方向
フォ叩・マ )1〆

への変逝

54 

生 ③ 「今カJ• r中核的活動J• r今後・カJとしてわサークノレ・饗. 一一 +十 活動。

59 一→ O インフォーマル e 深い友人の芽在。今後の交友への意欲。

生 O →+  〔指し，対人関係争中核にすると (0→ー)J 
題 命家擦との障の溜lli"
の @ 「加入れたいことjの実現践。(→)} (~嬢実現)
一寸 全体的農翠

f全体的適応予想J。 の展望
予

測

醤 ⑦ 「生き方を考える時間」の多さ。〈生き方探紫の構え)
Lー

マイナス方向 生き 方 窃 f生活の納得惑Jr生きがい・充実感JQ (強すぎる住活事受)
の へ の変遷 命 事後志望進銘が「来定jo iifk標憐が凶な象い・昌/¥ 
変

生活体制 ⑮ 「今カJr今後カJr'学部力Jが「なしJ1) ζと
灘

ωト 一 フョrーマル ⑪ 「今力Jrこれまでやらぎるをえなかった事Jが「学業J。

十→ O @ -iチークノレへの参加と高い関等要。
O → インフォーマル 。サークル・寮漉国を自我中核的集団とすることo (十一+ー)

⑬ 下摺・寮での密な対人交流。

全 体 的 援 盟

@ 強い所属灘足感。
54 。往きJ5・人生指針的確立!露。. 

過 去 ~ 現 在
5生9 十→十 。多い友人，対友人適誌感。 (7月事の広く適応的な交友額秘

の
共

未 来 @ 今後の，サークルへの関与態欲。

通要閣
過 去 ~ 現 在

⑬ 屠住先としての寮。
- ー今 畑一

調‘ 命 fζれまでの力Jが fなしJα

住 十→一，一→十の事項そゴシックで表示。

であった。 ζ のうち h 交友については，対人関係そのもの比過度に集中することの予劉機能はかえ

ってマイナス方向応変化してきておち，交友の予測機能の増大とその領域へのかかわち方の浅薄化

の進行を示唆している。また，その予測機能がプラス方向応変化している争力を入れているζ とJ

応対する人生観の探索はマイナス方向に変化した f生き方を考える時間」の多きや「生活の納得感J，

「主きがい・充実感jによって，また，現在から時来はかけての活動の焦点としてのサークル・寮

活動はサークルへの参加や強い関与度，サークル・寮集団を自喪中核的集団とする ζ と等によって

それぞれ相殺されて，その予測機能をほ沼失う方向へ変化してきている。 ζれ応対して，その予測

機能がマイナス方向K変化してきているのは，額注対象・自擦のないこと，義務的活動および活動

の熊点としての喪業・学識，下宿・寮での密な対人交流である。

以上のよう J1:， G l........G 3では，交友，家族，自標実現展望の予挺機能がプラス方向へ変化し，告
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一総括衰ー (7月-2月)

B G4 ，、~ G6 C. G7 ，、~ G9 

① 卒後志望進路が「就職」。

① 所属・地域への満足感。 ②同左。

③ SA・Cの理由としての「大学の制度・雰囲気」。

② 講義への適応感，教官との交流。

高校期や大学での友人への強い 友人への準 ④ 対友人適応感。深い友人の存在。

準拠。 拠・支え

⑤ 下宿・寮での適応感。

④ 寮居住。 C+→ー)

⑤ 生き方・人生指針・世界観の探索に傾注。

⑤ 卒後志望進路が「就職」。

⑦ 自我中核的集団「なし」。

⑤ 講義への適応感。高い出席度。

③ サークル参加。 ⑦同左。

③ 家族を自我中核的集団とする乙と。

③ 「力を入れたい乙と」の実現見込。

⑪同左。

⑪同左。

⑫ 深い友人の存在。

今後の交友への意欲。
交友への関与。支え。

③ 今後の全体的な適応への展望。

⑬ 「間借・アパート」居住。

我同一性の形成，授業・学業，サーク Jレ・クラス活動，下宿・寮といった領域の予測機能はマイナ

ス方向へ変化した。

G4-G6では， 2月時SAIC:対して，その予測機能の増大がみられた領域は，所属枠の受容と地

域満足感，講義への満足感と教官との交流，これまでの友人への準拠・支えであり，逆に，減少の

みられた領域は，居住形態としての寮，サークル参加，自我同一性の形成にかかわる生き方・人生

指針探索への傾注・卒業後の進路としての就職・自我中核的集団のないこと，自我中核的集団とし

ての家族であった。このように， G4-G6では，フォーマル領域と友人の予測機能の増大と，寮，

サークル活動，家族，自我同一性の形成にかかわる領域の予測機能の減少がみられた。

G7-G9では， 2月時 SAに対して，その予測機能の増大がみられた領域は，卒業後の進路とし

ての就職，所属枠の受容・地域満足感，非適応感の理由として「大学の制度・雰囲気」をあげない
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ζ と，交友，下型・寮での適思惑であれ逆に，誠少のみられた鎮域は，講義への出霜度・適応惑，

サークノレ参加，自壊実現巌望であった。 ζのように， G7.........G9で，;t，所蕗枠の受容，交友，進路展

望の予測機誌の増大と，講義，サークル，邑練実現展望の予瀕機能の減少がみられた。

以上をまとめてみると， Gl.........G9の全てで交変の予測機能の増大が認ゐちれ，また 1 Gl.........G3 

をのぞく G4.........G9までで所高枠の受容の予澱機能の増大がみられた。 ζれに対して，予務機能の減

少がみられたりは， Gl.........G9までの広い範盟でのサークル， Gl......... G6までの自弦間一性，下積・

察での交流・思注でみった。

ζ ういった一貫した傾向応対して，学業の予測機能は， G4.........G6では増大がみられたが，それ以

外の群で拭減少がみられ，家族も， Gl.........G3では噂加， G4.........G6では減少，毘模実現展望も， Gl 

.........G3では増大， G7.........G9では減少と，群によって異なる方向の予測機能を承した。

以上のように，全体として，交友と所講枠の受容の予測機能の増大と，交友を除く大学生活のイ

ンフォーマノレな領域および自我同一性の埠或の予測機能の減少がみられた。また，学業，家族，百

標実現農望は，群によって異なる方向での予測機能の変化が島らわれている。

2丹時の SAを予測させる54，59両年度に共通話〉要因としては， Gl.........G3では，所罵仲の受容，

自我田一性の濯立観，友人の多さと適応感，サークルへの関与意欲がSA.Aの維持に関連し，題住

形懇としての寮ど活動の焦点の拡散がその悪化に関連している。

G4.........G6では，臨我同一性の議立感，過去・現在・未来を通した交友への関与・支えが SA.Bの

改善iζ関連し，題住形態としての「関横・アパートjがその悪北花関連している。

G7.........G9では，全捧的な適応展望だげが SA"Cの改善む共通の予課IJ菌であった。

以上が54，59荷年夏に共還する 2月時 SAの予現u菌であるが， ζのうち，交友における遺応と自

我間一性の確立惑がGl.........G 3， G4.........G6の双方でみられる共通り予測菌である。

N 饗約と農聾'
、、

59年度入学生の適応過程の予測思としては， 1年次前半〈入学重後から 7足時〉では，高校期の交

友がGl.........G9'C広く関連する予OOJ霞であち，ついで， Gl.........G6の所属持の受容，大学での交友がポ

Uティブiζ関連する。しかし後2者は， G7.........G9ではネガティブに関連しており，また，サークノレ・

クラブの領域も G4.........G6でポジティブに関連するのをのぞけtI，U'しろネガティブに関連している。

1年次後半 (7月時から 1年次終了時〉では，所属棒の受容と襲業・学識のフォーマJレな 2領域

がGl.........G9の適応、過程の予測思として広く関連しておち，また交友も， G4.........G6で関連が弱いの

をのぞけばポ Uティブに関連している。しかし，その他のインブ宏一マノレ領域や自我時一性の形成

の要臨は， Gl.........G3でのみ関連する要因となっている。

適応過程予謝図の変選はついては， 54年度から59年度にかけて交友の領騒の予誤，IJ機能のー震した

壇大がみられたが，入学護後かち 7月持拡おいてはその増大のみられたサーク Jレ・クラブの領域の

予測機能は 7月時から 1年次終了時では減少した。 ζのζ とは，義務的な活動を悼わない交友一

般的予測磯能の増大を意味するのであろう。
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家旗の領域は， 7月時か与 1年次終了時のG1--G3での増大争的ぞけば， 54年度から59年度にか

けて一貫してそお予001機能脅減少させている。乙こでは， 7月時かち l年次終了時の SA.Aの維持

一悪往民対して家接領域の予測機能の増大がみられた ζとが，このG1--G3群の特質そ示唆するも

のとして習意されるべきで為ろう。

ブ*ーマノレな領域応ついては， 7月時から l年次終了時の G4--G6での増大舎のぞいて授業・

業の鎮域の予関機能の誠少がみられ，所属の受容の予澱機能は，入学藁筆から 7月時では緩少がみ

られたが 7月時かち 1年次終了時では逆に，その増大がみられた。現実の大学生生活安経たうえ

での所蔵格的受容の予測機能が増大した ζ とを意味するのでみろうし，教養蔀での学識は一部の群

をむぞけばその予潰i機能を援少させたのである。 ζれ以外では 7足時から 1年次終了時における

畠我間一性の予調機能の減少がみられた。

以上，本報告では，予諜i国の時代的変遷認熊点をあてた大数的・統計的研究の成果を報告したが，

ζれ以蜂，議思決況の時代的変動によっても彰響されない通時代的な予測j閣の発見や，多旋盤解析

による検討，きちに，開時に農関している事例研究法による研究成果的分析と大数的・統計的研究

との比較・検討がなされていく ζ とはとZろう。

註〉

。59年度入学生へC環闘は54年度入学会主へのそれよりも多くなっている。前容については難鴨廷か(1ffi2，

1部3)，後者については豊鳴ほか(19&5)の f付一質問紙Jを参照されたい。
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付:資料 付袈 1-1 入禁葺後鵠査にお目る群別平均舗

項 G1 ，、w G3 

ヨ 現 自 名 G1 G2+3 G2 G3 
番

a x SD n a SD n x SD n s SD 

1 学 目的の明確 161 1. 97 1. 03 122 2.21 1. 05 98 2.18 1. 05 24 2.33 1. 00 

2 
高

!受 議 164 2.50 1.∞ 123 2.72 1.06 99 2.65 1. 04 24 3.00 1. 10 

3 
授

関 業 自 体 164 2.53 .85 123 2.71 .92 99 2.65 .90 24 2.91 .97 

4 期 クラブ・クラス活動 162 2.62 1.34 123 2.98 1.29 99 2.91 1.26 24 3.25 1. 39 
与

5 J¥ 交 友 164 2.11 .87 123 2.31 .85 99 2.28 .80 24 2.41 1. 01 

6 の 度 人 生 指 針 164 2.87 .99 123 2.89 1. 08 99 2.92 1. 03 24 2.75 1.26 

7 回 遊ぴ . 趣味 162 2.56 .95 123 2.75 1.∞ 99 2.82 .96 24 2.41 1.06 

8 
額

余 裕 感 164 2.45 1. 01 123 2.58 1. 08 99 2.61 1. 05 24 ゑ 41 1. 17 

9 講 足 惑 163 2.36 1.07 123 2.71 1. 00 99 2.68 .99 24 2.79 1. 02 

10 
き 方

考える時間 164 2.56 1. 02 123 2.69 1. 08 99 2.72 1. 03 24 2.54 1.25 

11 . 確立感 164 3.26 1. 00 123 3剛 33 1.11 悌 13.38 1.03 24 3.12 1. 36 

12 
人 指針

生活の納薄惑 44 2.09 1.00 38 2.63 .85 28 2.64 .87 10 2.60 .84 

13 大 学 164 2.12 .87 123 2.40 .90 99 2.43 .89 24 2. 25 ， .94 

14 所 購 部 162 1.96 .88 123 2. 17 1.06 99 2. 18 1.06 24 2.12 1. 07 

15 構想感 学 科 160 2.16 .99 117 2.43 1. 70 96 2.42 1.11 21 2.42 .87 

16 転所属志向 164 1. 83 1.05 123 1. 93 1. 20 的 1.99 1.23 24 1.66 1.00 

17 地 援 瀧 定 感 163 2.63 1. 01 122 2.66 .83 98 2.70 .78 24 2.45 .97 

18 生きがい・充奨感 160 2.21 .85 119 2. 54 .93 96 2.53 .91 23 2.56 .99 

19 業への意欲 163 1.64 .65 123 1.89 .85 99 1.部 .87 24 1.70 .69 

20 フ
対

ゆ賠 A 待 感 164 2.72 .85 123 2.86 .99 99 2.82 1. 01 24 .槌

21 教
オ

講 適Jo予想 163 2.53 .77 123 2.65 .81 99 2.66 .82 24 2.58 .77 

畿
22 護 マ 出席 欲 164 1.53 .64 123 1.部 .75 99 1.54 .77 24 1. 45 ー65

23 部 )v 内準備意歌 161 2.41 .99 112212.36 1. 01 98 2.35 1. 04 24 2.37 .82 

24 対教官交流意款 164 2.21 .80 1幻 2.38 .94 99 2.40 .93 24 2.29 .95 

25 活
イ

サークル関与 数 163 2.18 1.09 123 2.38 1. 12 99 2.35 1.11 24 2.50 1.14 

26 の ン
友人護得 数 164 1. 62 .84 123 1.72 .98 99 1.67 .96 24 1. 91 1.01 

ブ

27 予 ;4' 意 設 積掻度 164 1.84 .87 1怨 1.91 .97 99 1.84 .98 24 2.16 .86 

28 語 マ 対家族交流意欲 164 2.∞ 働84 123 2.11 .89 99 2. 10 .87 24 2.16 .96 

29 
Jレ

下摺・撲での // 122 1.84 .89 90 1. 97 .76 73 2.01 .77 17 1. 76 .66 

30 全体 的適 応予 想 164 2.09 剥54 123 2.34 .54 99 2.39 .53 24 2. 12 .部 l

31 卒後進路 明 確 度 164 2.22 1.16 123 2.35 1. 25 99 2.35 1. 21 24 2.33 1. 43 

注)高得点ほど答定的反応を示す。付表 1 2も間じ。
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く五段階評定項詰〉一昭和54年度入学生

G4 州、w G6 G7 ，、.. G9 

G4 G5 G6 G7 G8 G7+8 G9 

n s so n s so n x so n 3t so n x so a x so n x so 
29 2.06 .99 41 2.17 1.11 18 2.44 1. 29 24 2.29 1. 04 27 1. 81 1. 00 51 2.04 1. 04 26 2.19 1.09 

2.58 .94 42 2.92 .92 19 2.63 .95 M 2.91 1. 21 26 3.15 1.15 50 3.04 1. 18 27 2.74 .85 

2.62 .94 41 17 2.94 1. 19 24 2.95 1. 04 27 2.81 1. 21 51 2.88 1.13 27 2.77 .84 

29 2.86 1.55 42 3.04 1.Z1 18 2.66 1. 18 24 2.75 1. 51 z1 3.59 1. 39 51 3.20 1.50 27 2.96 1.19 

29 2.10 .93 42 2.54 .83 18 2.Z1 .82 24 2.12 .拘 26 2.23 1. 21 50 2.18 1.10 26 2.34 .97 

29 2.44 .78 42 2.76 .98 19 2.63 1. 01 24 2.87 1. 32 26 2.61 1. 06 50 2.74 1.19 z1 2.85 .98 

29 2.55 1. 05 42 2.78 .87 19 2.63 1.06 24 2.83 1. 23 z1 2.88 1.15 50 2.86 1.18 27 2.59 .88 

29 2.65 1.11 41 2.82 1.11 20 2.60 1.04 24 2.25 1.18 z1 2.96 1. 22 51 2.63 1. 25 27 2.59 1. 08 

29 2.79 1. 26 42 2.90 1. 12 20 3.00 1. 21 24 2.41 1. 24 z1 2.51 1. 25 51 2.47 1. 24 z1 3.14 1. 32 

認 2.53 .88 42 2.69 .95 20 2.20 .89 24 2.62 1. 27 z1 2.37 1.14 51 2.49 1. 21 2. 74 1. 05 

29 3. 14 1. 13 20 3.10 ;開3.45
1.14 27 3.33 1. 30 51 3.39 1. 22 26 3.84 1. 31 

13 
同12∞44.98144182 

3.16 .70 7 3.14 4.20 1. 30 9 3.72 1. 48 14 3.93 1. 39 10 3.50 1.08 
ト問問醐

29 2.81 .80 20 2.60 1. 1811 241 2. 91 1. 06 z1 2.96 1. 09 51 2.94 1. 07 27 2.85 .94 
トー……

29 2.37 .97 42 2.14 .92 m 2.55 1. 27 24 2.25 
11. 031許 2.18 1.11 51 2.22 1.06 27 2.44 1.01 

29 2.55 1. 05 39 2.41 1.06 却 3.00 1. 33 23 2.39 1.15 25 2. 32 .94 48 2.35 1. 04 24 2.75 1.18 

29 2.20 1. 14 42 2. 19 1.04 20 2.30 1. 21 24 2.25 1. 42 お 2.11 1. 30 50 2.18 1. 35 z1 2.44 1. 22 

29 2.89 1. 01 42 2.69 .84 20 3.20 .89 24 2.95 1. 23 26 3.30 .97 50 3. 14 1.11 27 3.14 1. 02 

29 2.34 .81 40 2. 57 1. 01 19 2.15 .76 23 2.04 .92 24 2.58 1. 24 47 2.32 1. 13 24 2.83 1.34 

28 2.00 .54 42 1. 90 .82 20 1. 85 .98 24 1. 91 1. 17 27 1.88 .84 51 1. 90 1. 01 z1 1.88 .93 

29 2.93 .75 42 2.85 .92 20 3.30 1.03 24 3.25 1. 03 27 3.11 .97 51 3.18 .99 z1 3.03 1. 09 

27 2.63 .68 42 2.47 .77 20 2.60 ー88 24 2.62 .64 26 2.65 .89 50 2.64 .78 23 2.82 .77 

28 1.89 .87 42 1.66 .72 20 1.45 .68 24 1. 45 .65 27 1. 81 1. 03 51 1. 65 .89 z1 1. 70 .72 

28 2. 78 1.10 42 2.45 1.部 20 2.55 1. 31 24 2.54 1.28 27 2.11 1.18 51 2.31 1. 24 お 2.69 1.43 

29 2.51 .63 認 2. 50 .77 20 2.25 .91 24 2.50 1. 25 27 2.37 .88 51 2.43 1. 06 z1 2.33 .96 

29 2. 24 1.09 42 2.50 1.11 20 2.20 .95 24 2.29 1.19 27 2.51 1. 22 51 2.41 1.20 27 2.44 1.15 

29 1. 69 .85 42 2.14 1.13 20 1. 75 1. 16 24 1. 83 .91 26 1. 80 1. 05 50 1. 82 .98 z1 1. 81 .96 

29 1.93 .84 42 2.31 1. 07 20 2.05 .88 24 2.∞ 1. 06 26 2.00 1. 09 50 2.00 1. 07 27 2.00 .96 

怨 2.10 1. 01 42 2.00 .73 19 2‘00 .81 24 2.20 1.10 z1 2.18 .83 51 2.20 .96 26 2.30 1. 01 

21 2.09 .8313512.08 .88 
1淵国 2.23 .88 21 2.19 .92 42 2.21 権90 18 2.55 1. 04 

29 2.41 
15190442222!5羽4 

.55 1912.631 .印 24 2.詔 .槌 z1 2.85 .86 51 2.73 .75 27 3.∞ .62 
29 2.31 .98 201 2. 60 11. 39 24 1. 87 1. 03 z1 2.11 1.05 51 2.∞ 1.04 z1 2.63 1.33 
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付瑛1-2 入学車後概査におりる群別平均緯

項 G1 耕、w G3 

自
項 自 名 G1 G2+3 G2 G3 

目的の明確度 1~31 SD :品 SD n x SD n 

l;5怯1 進 .94 1.13 63 2.33 1.09 12 

2 

高校期E 験 準 備 2ω 百 75
2.47 1. 17 63 2.40 1.16 12 2.83 1.19 

3 業 自 体 203 2. 55 I .97 I 75 2.45 .96 63 2.48 
93叫21.16 

4 
. 

クラブ・クラス活動 203 2.48 1.24 75 2.71 1.39 63 2.79 1.35 1.60 

験受期
与

5 交友 203 1.98 .92 74 2.28 1. 01 62 2書 32 .97 12 2.08 1.24 

6 J¥ 度 人 生指針の確立 200 2.邸 1.06 73 2.56 1.σ7 61 2.49 1.06 12 2.92 1.08 

7 
の

遊 び . 趣味 お4 2.40 .97 74 2.58 1.12 63 2.57 1.12 11 2.64 1. 21 
顧部

8 余 裕 感 203 2.52 .97 75 2.拘 1.10 63 2.64 1.08 12 2.33 1. 23 

9 講 思 惑 203 2.18 1.03 75 2.37 1. 09 63 2.51 1.08 12 1.67 .89 

10 考える時間 204 2.48 1. 01 75 2. 57 1.04 63 ゑ綿 1.伺 12 3.00 1.04 
生 き

11 . 護 立 感 204 3.03 1.16 75 3.32 1.16 63 3.30 1.12 12 3.42 1.44 

12 
人 指針

生活の納得感 掲 2.64 .90 お 3.16 1.11 19 3.16 1.12 613.17 1.17 

13 大 学 204 1.95 .83 75 2.21 63 2.29 .97 1. 83 .94 

14 所 罵 部 204 1.70 .84 75 1.92 L位 む 1. 98 1.02 12 1.58 1.∞ 

15 満足 学 199 1.82 .95 75 2.27 1.15 63 2.38 1.16 12 1.67 .99 

16 転 所 寓 向 204 1.90 1.15 75 1.密 1.18 63 1.84 1.15 ロ 2.17 1.34 

17 地域への講足感 204 2.42 .92 74 2.65 1.09 62 2.76 1.13 12 2.儲 .67 

18 生きがい・充実感 2叩 2.26 .79 75 2.48 .88 63 2.51 .82 12 2.33 1.16 

19 学 業 へ の 意 欲 204 1.54 .67 75 1.56 .60 63 1.59 .61 12 1.42 .52 

20 フ 期 待 感 203 2.日 .77 75 2.49 .91 63 2.52 .86 1212.認 11.16
:t 対 J 

21 教 講護 JZ 想 2∞ 2.48 .77 74 2.43 .76 63 2.46 .78 11 2.27 .65 

饗 マ
義出 意欲22 

部
Jレ 204 1.46 .67 75 .62 63 1.46 .64 12 1. 25 .45 

23 生 局面 専門 準 護 憲 歌 加3 2.10 .92 75 2.32 1.11 63 2.25 1. 03 12 2.67 1.44 
活

対教官父流意数 204 2.11 .93 75 2.20 63 2.18 12 2.33 24 J¥ .89 .89 .8θ 

25 の イ サークル関 語交 204 1. 78 .89 74 2.04 1.20 62 2.13 1. 22 12 
期 ン

26 持 フ 友人獲持 数 204 1.23 .52 73 1.44 .75 62 1.44 .76 11 1.46 .69 . オ 意歌27 
農

讃 極 度 203 1.47 .71 75 1. 76 .部 日 1. 73 .85 12 1.92 1. 08 
マ

28 望 Jレ 対家族交流意獄 204 1.86 .74 7511. 851 .91 63 1.86 .93 12 1.83 .84 

29 震下摺・寮での が 169 1. 72 .77 57 2‘02 .94ヲ 46 2.ω .95 11 2.00 .89 

30 金 捧的適応 想 203 2.悌 ‘52 75 2.16 .57 63 2.11 .54 12 2.42 .67 

31 卒後進銘明確度 京)4 2.29 1.諮 75 2.37 1.27 63 2.44 1. 25 12 2.∞ 1.35 
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〈五段階評定項目〉一昭和関年度入学生

G4 州 、回 G6 G7 戸、.. G9 

G4 G5 G6 G7 G8 G7+8 G9 

n x so n x so n x so 怠 x so n x so n s so n x so 
78 2.27 1.19 63 2.21 .97 18 1.89 .83 28 1. 79 .88 25 2.28 1.24 日 ゑ 02 1. 08 27 2.∞ 1. 39 
78 2.42 .93 出 2.64 1.15 18 3.忽 .94 29 2.48 1. 12 25 3.錦 1.08 54 2. 76 1.13 27 2.63 1.12 

78 2.64 .82 63 2.83 1.09 18 3.06 1. 00 却 2.66 1.17 25 2.96 1. 06 54 2.80 1.12 27 2.82 1.27 

78 2.76 1.48 63 3.03 1. 32 18 2.78 1.26 29 2.59 1.35 25 2.76 1.59 54 2.67 1.45 27 2.89 1. 31 

77 2.03 .78 63 2.48 .84 18 2.61 .92 29 1.90 1.01 25 2.28 .94 54 2.07 .99 27 2.56 .85 

77 2.65 .97 63 2.92 .97 18 2. 39 .錦 29 2.45 1.12 24 2.46 1.10 53 2.45 1.10 27 2.33 .83 

77 2.48 1.02 窃 2刻 541. 00 18 2.89 1. 08 29 2.79 1. 01 25 2.84 1.11 54 2.82 1. 05 27 2.59 1. 01 

78 2.71 .82 63 2.94 .76 18 2.83 春86 29 2.97 1.09 25 2. 76 1. 05 54 2.87 1. 07 27 3.07 1.11 

78 2.54 1.13 63 2.51 .90 18 2.61 1. 04 29 2.79 1. 37 25 2.84 1.18 54 2.82 1.28 27 3.07 1.27 

78 2.55 .97 63 2.62 側85 18 2.印 争92 29 2.45 1. 30 25 2. 32 1.15 54 2.39 1.22 27 2.41 .89 

78 3.10 1.10 63 3.25 1.鑓 18 3.50 1.15 29 3.38 1. 32 25 3.36 1.19 54 3.37 1. 25 27 3.22 1.34 

お 3.08 1. 02 24 3. 17 .92 813‘25 .71 18 3.50 1.10 12 4.17 争72 30 3‘77 1. 01 15 4.40 .63 

78 2.62 .93 63 2.87 1. 02 18 2.89 1.02 29 3.17 1.44 25 3.08 1.15 54 3.13 1.30 27 2.93 1.24 

78 2.a .96 田 2.25 1.14 18 2.却 .90 却 2.45 1.27 25 2.84 1.41 54 2.63 1.34 27 1.96 1.19 

78 2.21 1. 02 62 2.24 1.08 18 2.50 1.04 29 2.52 1.33 部 3.08 1.22 54 2.78 1.30 24 2.04 1.12 

78 2.18 1. 15 63 2.24 1. 27 18 2. 72 1. 41 29 2.38 1.印 25 3.04 1.34 54 2.69 1. 45 27 2.44 1.42 

77 2.83 1. 03 63 2.95 .99 18 2.83 1.15 29 2.72 1.00 25 3.16 1.25 54 2.93 1.13 27 3.30 1.27 

78 3.05 .92 63 3.29 .89 18 三56 .78 29 3.52 1.15 24 3.96 1.12 53 3.72 1. 15 27 3.5θ 1.15 

77 1. 79 .57 63 1.98 .83 18 2.00 橋69 お 2.00 1. 25 25 2.00 1.12 54 2.00 1.18 27 1.96 .94 

78 2.74 .71 63 2.94 .76 18 2.61 .78 却 2.97 1.09 25 2.96 .89 54 2.96 .99 27 2.82 .96 

76 2.58 .64 62 2.81 .77 18 2.94 1.06 27 2.52 .94 25 3.00 .96 52 2.75 .97 27 2.67 .88 

78 1. 51 .66 63 1.52 .74 18 1.22 .55 29 1.48 .74 25 1.72 1.02 54 1. 59 .88 27 1.67 .88 

78 2.37 1. 08 63 2.27 1.00 18 2‘39 .61 m 2‘21 1. 21 25 2.64 1.35 54 2.41 1.28 27 2.19 1.21 

78 2.24 .83 63 2.33 .93 18 2.28 .83 29 2.00 1.07 25 2.52 1.16 54 2.24 1.13 27 2.26 1.16 

78 1. 83 .97 63 2.32 1.19 18 2.06 1.21 却 1.93 1. 13 25 2.40 1. 35 54 2.15 1.25 27 2.04 1.19 

78 1.37 .65 63 1. 75 .92 18 1.槌 .92 29 1.41 1.05 25 1. 92 1.19 54 1. 65 1.14 27 1.59 .97 

78 1. 77 .82 63 1.97 .90 18 1.78 .94 29 1.62 1.05 25 2.36 1.29 54 1.96 1. 21 27 1. 78 1.01 

77 2.07 .83 62 2.32 .88 18 1. 72 .75 29 2.10 1.15 25 2.52 1.12 54 2.30 1.14 27 1.96 .94 

61 2.15 .83 47 2.28 .93 11 2.∞ .89 24 2.13 1.26 19 2.11 .88 43 2.12 1.10 18 2.39 .78 

78 2.37 .51 63 2.60 .58 18 2.61 .61 指 2.62 .部 25 2.80 .部 54 2.70 .74 27 2.63 .79 

77 2.27 1.20 63 2.73 1. 33 17 2. 71 1.31 29 2.38 1.55 25 3.04 1. 59 54 2.69 1. 59 27 2.82 1. 42 
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付鞭2-1 入学直後調査におりる群男1)皮応度数〈選摂式・自虫記述式項目 G1"'-'G3-

Gl 戸、... G3 
項 自 カテゴザー Gl G2+3 G2 G3 

東北の他県 Z U53 22jmj 18j勺j : f認:;jお 30.7 17 (27. 
指 身 地 11j6ij 1~ ~ωj 13j131j 2j83j 関 東 以 四 37 (18. 8 UO.7 7 U1.1 1 ( 8.3 
現 . 浪 Jjlj 現 役 mj842j 145 (71.1 話827j 75jmj 47 (74.6 22j917j 9 (75.0 

校期 i乙最も
クラブ・クラス活動 40j244j 

部 27.5 21j171j 27 (36.0 18j施~~20 (31. 8 3j125j 7 (58.3 
力をいれた ζ と

遊び 趣味 12j73j 13j106j 8jalj sj208j 15 ( 7.4 6 ( 8.0 5 ( 7.9 1 ( 8.・3
ややらりまたるくをなえか劫っ〉たっのた事に 験 準 備 鉛{滋i528 03. 7 組{ぉ~~13 U7.3 31j313j 12 09.1 12j50 0j 1 ( 8.3 
入やち学たかしったたζ とら な し 議{!?:診 当iZ:7j 認滋:;j :jZ:1j 
大学 学 自的 職 . 資格 1g ji;::j 必 j366j27 (36.0 お jmc22 (35. ;jZ:7j 

家 族 の 条 件 52j317j 2S21j i;ji;:ij 9j375j 74 (36.3 5 (41. 7 
当初 lo i61j li bzjj 13jl;:;j 志盟 大学 動機 力 16 ( 7.8 1 ( 8.3 
進路

i2328 4j16;j 志 専攻o)ち 42 (20.6 18 (24. 6 (50. 
ゃちたL曹がやれそう 2823 31j253j 24 (33. 22j222j 17 (28.6 97〈(S387..35)〉

現新高選摂動 機 カ 172jZ::j ~~円jω80. gi753 16j667j 10 (83.3 
鍔にひかれて 25 00.3 liiitfj 11jll;j 6 ( 9. 7imfj 2 06. 
大 での友人 39jお ~5 41j333j 考jT:;j ;jT:3j 25 02.3 4 ( 5.3 

自我中核的準拠集部 21?28j 2j 2;j O 
な し 12 ( 5.9 5 ( 6.7 5 ( 7. O 

‘' 
議 9i S5j 18 ( 8.8 15j122j 7 ( 9.3 ヲjztg 1 ( 8.3 

サークノレ・寮活動 30 j183j 20 i16ij 18j182j 2j87j 
司同 25 02.3 4 ( 5. 2 ( 3.2 206. 

そ乙での中核的活動 27j165j ヨjltij 8j8;j ;ji;:7j 遊 び 9 ( 4.4 4 ( 6. 
と く になし 18i110j ?;ji;:;j 17jZ:2j 4 (16.7) 18 ( 8.8 15 {23.8 O 

友 ~f鴎~~28払 7 13j101j 8 00. 8j81j 7 (11.1 5j208j 1 ( 8.3 
今， も力を

人 観・読書 5i 31j 11j89j 9j91j 2j83j 
いれている事 7 ( 3.4 2 ( 2. 7 1 ( 1.6 1 ( 8.3 

遊ぴ . 趣味 11j67j 7i ;:;j 2i20j 3j121j 8 ( 3.9 5 ( 7.9 2 (16. 
今後方を 教饗部 クラブ・寮活動 9i55j 7i53 ;j;:;j :jZ::j 17 ( 8.3 8 UO. 
入れたい

書籍喜 7juj O O O 
ζ と 交 友 4 ( 2.0 2 ( 2. 7) 2 ( 3.2) O 

s. 54 164 123 99 24 
群 B司 の N s. 59 204 75 63 12 

上段…S54生の度数(%)，下段…S59生の度数(%)
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付表2-2 -G4-G6一

G4 ，、~ G6 
項 目 カテゴリー

G4 G5 G6 

出 身 地 北 海 道 4jmj 7 ( 9.0 
4j95j 
11 07.5 ;g;:;j 

自 宅 11j379j 
16 (20.5 

8j191j 
16 (25.4 

5j250j 
7 (38.9 

住 ま し、 寮 4j138j 
26 (33.3 17 作~~13 (20.6 

4j20 0j 
7 (38.9 

(下宿+アパート) 8jmj 36 (46.2 
11j262j 
34 (54.0 ;j22:;j 

高力を校い期れにた最こ とも クラプ・クラス活動 9j310j 
23 (29.5 

6jM3j 
11 (17.5 

5j250j 
3 06.7 

ややらりざたるくをなえか劫っ〉たったの事に な し 3i103j 
40 (51. 3 

9j214j 
38 (60.3 

3j150j 
16 (88.9 

大学進学目的 職業 . 資格 14j483j 15j357j 3j15;j 
35 (44.9 22 (34.9 10 (55. 

当初志望進路|大学 |日 1 期 9j310j 
21 (26.9 

13j310j 
22 (34.9 

6i30 0j 
10 (55.6 

やりたい事がやれそう 6j207j 
21 (26.9 

5j119j 
19 (30.1 

5j250j 
1 ( 5.6 

学 力 24F281 
69 (88.5 訂作~~51 (81. 0 

15igoj 16 (88.9 

現所属選択動機 趣味 . 適性 4jmj 19 (24.4 
2j48j 
12 (19.1 5aoj 3 06. 7 

職業 . 資格 14j483j 
44 (56.4 1o iZ:8j 27 (42.9 :ii:::j 

家か ら 近い 15j517j 
23 (29.5 

1O j238j 
20 (31. 8 ~ ~ぉ~~6 (33.3 

家 族 3703j 11 戸 ~5 2i1031 
14 08.0 9 (14.3 6 (33. 

自我中核的準拠集団
叩52j 1oj238j 

:j;;:;j 高校期の友人 35 (44.9 28 (44.4 

人生観・世界観の探求 6jm7j 11 戸 i~ 3j150j 
4 ( 5.1 7 (11.1 4 (22.2 

そこでの中核的活動
2j69j 8j191j 2j100j と 』乙 な し 4 ( 5.1 5 ( 7.9 5 (Zl.8 

学 業 7j241j 2i48j lj5;j 25 (32.1 19 (30.2 10 (55. 
教養部期

5?72j 5j119j 5j2ij 今後力を 父 友 19 (24.4 7 (11.1 2 (11. 
入れたい

lj35j 3i71j lj5oj 乙 と
学 部

卒業への準備 3 ( 3.4 3 ( 4.8 4 (22.2 

移籍後
学 業 2oj690j 

i ~必~~52 (66.7 36 (57.1 11 (61.1 

就 職 21j724j 霊協:3j
15j750j 

64 (82.1 15 (83.3 
卒後志望進路

3j103j 5j119j O 
未 定 3 ( 3.9 9 04.3 1 ( 5.6) 

s. 54 29 42 20 
群 5J1j の N 

s. 59 78 63 18 
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付表2-3 -G7--G9-

G7 戸、， G9 
項 目 カ テ ゴ リ ー

G7 G8 G7+8 G9 

宅
2 ( 8.3) 6 (22.2) 8 (15.7) 10 (37.0) 

自 5 (17.2) 6 (24.0) 11 (20.4) 9 (33.3) 
住 ま ~"\ 

11 (45.8) 6 (22.2) 17 (33.3) 2 ( 7.4) 
下 宿

8 (27.6) 13 (52.0) 21 (謁.9) 7 (25.9) 

趣味
5 (20.8) 1 ( 3.7) 6 (11.8) 1 ( 3.7) 

遊 ぴ . 
O O O 3 (11.1) 

高校期に最 も
力をいれた乙と

し
1 ( 4.2) 2 ( 7.4) 3 ( 5.9) 3 (11.1) 

な 6 (20.7) 12 (48.0) 18 (お.3) 3 (11.1) 

趣味
7 (29.2) 2 ( 7.4) 9 (17.3) 4 (14.8) 

遊 ひ' . 
2 ( 6.9) O 2 ( 3.7) 9 (33.3) 

やりたかったが
ゃれなかった乙と 2 ( 8.3) 4 (14.8) 6 (11.5) 1 ( 3. 7) 

な し 10 (34.5) 10 (40.0) 20 (~. 0) 3 (11.1) 

業
9 (37.5) 8 (29.6) 17 (32.7) 6 (22.2) 

やりたくなかった 学 7 (24.1) 1 ( 4.0) 8 (14.8) 4 (14.8) 
のにやらざるを

5 (20.8) 6 (22.2) 11 (21. 2) 4 (14.8) えなかった事 な し 14 (48.3) 15 (60.0) 29 (53.7) 9 (33.3) 

入学 し Tこ ら 7 (29.2) 2 ( 7.4) 9 (17.6) 6 (22.2) 

やりたかった乙と
な し 8 (27.6) 5 (20.0) 13 (24.1) _ 3 (11.1) 

家族の条件
9 (37.5) 9 (33.3) 18 (34.6) 4 (14.8) 
9 (31. 0) 8 (32.0) 17 (31. 5) 7 (25.9) 

O O O 5 (18.5) 
大 学 動機 職業 . 資格 4 (13.8) 1 ( 4.0) 5 ( 9.3) 1 ( 3. 7) 

志望専攻あり
O 1 ( 3.7) 1 ( 1. 9) 5 (18.5) 
5 (17.2) 3 (12.0) 8 (14.8) 4 (14.8) 

当
14 (臼.3) 17 (63.0) 31 (60.8} 10 (37.0) 

現所肩に一致 16 (55.2) 16 (臼.0) 32 (臼.3) 20 (74.1) 
" J 

初 学 部
O O O 4 (14.8) 

、通 累 系 4 (13.8) 1 ( 4.0) 5 ( 9.3) O 
志

2 ( 8.3) 6 (22.2) 8 (15.7) 5 (18.5) 
志望専攻あり 6 (20. 7) 5 (20.0) 11 (20.4) 1 ( 3.7) 

望 動機
5 (20.8) 9 (33.3) 14 (27.5) 7((428 5.9) 興 味 . 適性
5 (17.2) 6 (24.0) 11 (20.4) 13 (48.2) 

動
9 (37.5) 10 (37.0) 19 (37.3) 4 (14.8) 

現所属に一致
11 (37.9) 11 (44.0) 22 (40.7) 18 (66.7) 

機
11 (45.8) 11 (40. 7) 22 (43.1) 7 (25.9) 

同 系
13 (44.8) 8 (32.0) 21 (謁.9) 5 (18.5) 

学 科
O O O 4 (14.8) 

累 系 2 ( 6.9) 2 ( 8.0) 4 ( 7.4) 1 ( 3.7) 

資格
5 (20.8) 9 (33.3) 14 (27.5) 2 ( 7.4) 

動 機 職業 . 
9 (31.0) 6 (24.0) 15 (27.8) 2 ( 7.4) 
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G7 洲、回 G9 
項 毘 カテプヲー

やりたい事がやれそう

現所麗選摂動機 i興味 . 適性| 2〈8.3〉 6 (11.8) 3 (11.1) 
10 (34.5) 11 (20.4) 6 (22.2) 

資格 111(45.8) 5 (18.5) 16 (31. 4) 5 (18.5) 
16 (毘.2) 7 (28.0) 23 (42.6) 6 (37.0) 

校期の友人
14 (58.3) 7 (25.9) 21 (41. 2) 10 (37.0) 

自我中核的準拠集団
10 (34.5) 9 (36.0) 19 (35.2) 9 (33.3) 

で の友人
O 12 (44.4) 12 (23.5) 4 (14.8) 
2 ( 6.9) O 2 ( 3.7) 2 ( 7.4) 

業 i
7 (29.2) 8 (29.6) 15 (29.4) 2 ( 7.4) 

4 (13.8) 3 (12.0) 7 (13.0) 2 ( 7.4) 

今 ，最 2 ( 8.3) 1 ( 3.7) 3 ( 5.9) 

いれて
. 趣味

O 

O O O 3 (11.1) 

し
1 ( 4.2) 
7 (24.1) 

業
12 (50.0) 
17 (認.6)

な し
2 ( 7.4) 
2 ( 7.4) 

S. 54 24 27 
各 群 の N 

s. 59 59 27 



付饗3-1 7月時栂査におせる群別lJI均橿

項 G1 ，、制， G3 

関
要 自 名 G1 G2+G3 G2 G3 

n s SD n ♂7 SD n s SD n s SD 

l 大 学 95 2.05 .82 86 2.41 .71 69 2.45 .70 17 2.24 .75 

2 所縄 学 部 95 2.06 .92 87 2.35 .79 70 2.33 .79 17 2.41 得80

3 満足感 科(課 2.22 務97 84 2.36 .87 68 2.37 .90 16 2.31 .79 

4 転洋(櫛寺〉志!司の錫さ 95 1. 53 .97 87 1.90 1.05 70 1. 87 .99 2.ω 1.28 

5 地 域 講 足 感 95 ゑ33 1. 05 87 2.64 .95 70 2. 71 .94 17 2.35 1.00 

6 魅 力 度 95 3.22 .87 87 3.24 .88 70 3.27 .90 17 3.12 .78 
と

7 つい てい ける 95 2.36 .87 85 2.55 .78 69 2.58 .78 16 2.44 .81 
の関係 泣い78 4 出 第 産 94 2.19 .93 87 2.26 .80 70 2.21 2.47 .72 

9 噂 門 準 構 度 94 4.14 1. 02 86 4.15 .99 70 4.06 ー99 16 4.56 .89 

10 7 対 教官交流度 95 4.37 .95 87 4.56 .83 70 4.53 .85 17 4.71 .77 

11 月 サーク Jレ関 64 1.72 1.11 51 2.31 1. 35 39 2.26 1.37 12 2.50 1. 31 

12 4¥ 
友人 友 人 数 91 2.00 .75 85 2.44 .70 68 2.46 .66 17 2.35 .86 

13 の
関係 遥 応 感 94 L部 .70 86 2.02 .59 69 2.00 .59 17 2.12 .60 

14 回 摺
遥 応 惑 65 1.97 .88 65 2.06 .70 52 2.08 .71 13 2.00 .71 

15 顧
. 寮

父 流 64 2.08 65 2.55 2.48 1.11 13 2.85 1.28 

16 適 応 感 88 1. 76 .84 85 1.銘 ;71 68 1. 84 .73 17 2.06 .66 
対家族

17 交 流 度 81 2.15 1. 03 78 2.51 .96 62 2.52 1. 02 16 2.50 .73 

18 考える時鱈 94 2.50 1.13 87 2.75 1.04 70 2.86 1.∞ 17 2.29 1.11 
生 き方

19 確 立 感 93 2.86 1.10 86 3.23 1.13 69 3.30 17 2.94 1.25 

人生指針
20 の納得感 70 2.84 .94 52 3.17 .86 40 3.23 12 3.00 .85 

21 き が い充実感 95 2.14 .77 87 2.58 .71 70 之57 .65 17 2.59 .94 

22 業への葉歌 95 1. 95 .98 86 2.04 .94 69 2.00 .89 17 2. 18 1.13 

23 3 出 席 意 歌 95 1.94 1. 02 
J3 

86 1.98 .91 69 1.90 .86 17 2.29 1.05 

24 ま サークル関与意欲 95 2.10 1. 19 83 2.47 1. 20 66 2.47 1. 23 17 2.47 1.13 
で

25 

展望の
交友への意欲 95 1. 43 .61 86 1.58 .66 69 1.拘 .63 17 1.59 .80 

26 力を入れたい事の実現畏込 81 2.15 .銘 71 1.86 .64 部 1.86 .65 15 1. 87 .64 

27 全 体的適応 綿 94 2.04 .55 86 2.20 ‘53 69 2.19 .52 17 2.24 .56 

高得点ほど定的反応を恭す。付表 3-2も同じ。
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(五段階評定項目)一昭和54年度入学生

G4 ，、》 G6 G7 ，、》 G9 

G4 G5 G6 G7 G8 G7+G8 G9 

n x SD n x SD n x SD n x SD n x SD n x SD n x SD 

27 2.33 .96 85 2.67 .84 30 2.60 .77 11 3.00 .89 24 2.92 .93 35 2.94 .91 21 2.71 1. 06 

27 2.22 1. 01 85 2.31 .98 30 2.30 .88 11 2.55 1. 04 24 2.63 1. 01 35 2.60 1. 01 21 2.38 .87 

27 2.52 1.19 79 2.47 .93 27 2.56 .85 10 2.60 1. 27 23 2.61 1. 03 33 2.61 1.ω 20 2.95 .83 

27 1. 70 1. 07 85 1. 81 .99 30 1.77 1. 01 10 2.20 1. 03 24 2.58 1. 32 34、2.47 1. 24 21 2.05 1.却

27 2.48 1. 01 85 2. 79 .93 30 2.90 .96 11 2.82 .87 24 2.92 1. 14 35 2.89 1. 05 21 2.52 1. 12 

27 3.11 1. 01 85 3.55 .82 30 3.67 .84 11 3.82 1. 17 24 3. 67 .92 35 3.71 .99 21 3.95 1. 02 

27 2.52 .75 85 2.60 .74 30 2.80 .89 11 2.18 .75 24 3.04 .81 35 2.77 .88 21 3.00 1. 00 

27 2. 33 1.11 84 2.30 .82 30 2.40 .93 11 2. 18 .87 24 2. 71 .86 35 2. 54 .89 20 2.95 1.19 

27 3.89 1.12 83 4.24 .97 30 4.23 .94 10 4.30 1. 06 24 4.63 .58 34 4.53 .75 20 4.45 .69 

27 4.44 1. 01 85 4.53 '.85 却 4.63 .62 11 4.55 .82 24 4.67 .87 35 4.63 .84 20 4.65 .81 

22 1.77 .92 52 2.67 1. 21 18 2.00 1. 09 8 2.28 1. 51 13 2.00 1. 35 21 2.14 1. 39 6 2，83 1. 47 I 

26 2.19 .90 82 2.65 .71 30 2.70 .95 10 2，50 .85 23 2.87 .76 33 2. 76 .79 20 3.00 .921 

27 1. 96 .76 85 2.41 .64 30 2.43 .77 11 2.64 .67 24 2.75 .90 35 2.71 .83 21 2.57 .811 

21 2.81 1. 25 60 2.63 .96 19 2.74 1. 05 713.57 .79 15 2.47 .92 22 2.82 1. 01 16 2.63 1. 03 

21 2.43 1. 21 60 2.83 1. 06 19 2.58 1. 02 713.00 1. 16 15 2.73 1. 28 22 2.82 1.22 16 2.44 1.ω 

27 1. 85 .72 82 2.09 .74 28 2.29 1. 01 11 2.00 1. 00 24 2.25 .85 35 2. 17 .89 19 2.32 .67 

お 2.15 .83 79 2.43 .81 22 2.68 1. 00 11 2.36 1. 03 22 2.77 .87 33 2.64 .93 18 2.89 .96 

27 2. 70 1. 17 85 2.98 .95 却 2.50 1.04 11 2.73 1.27 24 2. 71 1. 00 35 2.71 1. 07 21 2.71 1. 01 

27 2.74 1. 10 85 3.45 1.11 30 2.97 1. 16 11 3.18 1. 33 24 3.83 1. 05 35 3.63 1. 17 21 3.57 1.17 

23 3.お .75 43 3.56 .80 22 3.41 .91 613.33 1. 21 11 4.00 .63 17 3.77 .90 11 4.18 .98 

27 2.82 .62 84 3.14 .70 30 3.00 .79 11 3.82 .87 24 3.71 .86 35 3.74 .85 21 4.05 .74 

27 2.00 .92 85 2.37 .96 30 2.27 .錦 11 2.臼 1.36 24 2.71 1. 23 35 2.69 1. 26 21 2.19 1. 17 

27 1. 78 .75 85 2.18 .92 30 2. 13 .90 11 2.36 1. 50 24 2.67 1.13 35 2.57 1. 24 21 2.14 .85 

27 2.07 1. 36 85 2.69 1. 24 29 2.52 1. 33 11 2.46 1. 21 24 2.42 1. 21 35 2.43 1. 20 20 2.75 1. 55 

27 1. 48 .64 85 1. 92 .86 30 2.00 1. 05 11 1. 73 .65 24 2.13 .95 35 2.00 .87 21 2.00 1. 18 

22 2.05 .84 67 2.27 .85 26 2.27 .78 912.00 .71 19 2.47 .77 沼 2.32 .77 16 2.81 .98 

27 2.67 .56 84 2.67 .65 30 2.77 .印 11 2.55 .52 24 2.79 .59 35 2. 71 .57 21 3.24 .63 
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付護3-2 7月時襲ヨ僚にお回る群発IJ平均鎌

現 G1 ，、~ G3 

話
現 自 名 G1 G2・トG3 G2 G3 

番
号 n s SD n 3 SD a x SD 主主 s SD 

1 大 学 214 2.06 .88 74 2.19 .93 61 2.12 .88 13 2.54 1.13 

2 所縁 学 部 214 1.81 .82 74 1.97 1.10 61 1.92 1. 01 13 2.23 1. 48 

3 議定感 学 科〈諜 207 1.92 .87 72 2.10 1.18 59 1.98 1.04 13 2.62 1. 61 

4 転学領事十〉志向の欝さ 214 1. 66 .10 74 1. 97 1. 21 61 1.90 1.18 13 2.31 1.32 

5 地 域 満 思 感 214 2.44 .96 74 2.70 1.17 61 2.64 1.14 13 3.00 1.29 

6 経 力 震 214 3.22 .87 74 3.26 .99 61 3.26 .95 13 3.23 1.24 
講義と

7 ついていける 209 2.50 .80 73 2.60 .80 60 2.62 .72 13 2.54 1.13 
の関係

8 4 出 席 度 213 2.30 .82 74 2.54 .83 a 2.56 .72 13 2.46 1.27 

9 専 戸号 準 議 度 212 4.19 1.02 73 4.33 .99 61 4.26 1.03 12 4.67 .65 

10 7 対 教 交流度 211 4.48 .85 74 4.51 .75 61 4.51 .77 13 4.54 .66 

11 月 サークル関与痩 156 1. 73 1.10 48 2.∞ 1.13 41 1.88 .93 712.71 1.89 

12 d¥ 
友人 友 人 数 212 2.13 .82 74 2.46 .76 61 2.44 .67 13 2.54 1.13 

13 の 関孫 適 長主 惑 214 1.75 .62 74 2.00 .57 61 1.98 .59 13 2.08 .49 

14 自 下揺 漉 応 感 170 1.93 .f!l 64 2.08 .90 53 2.02 .87 11 2.36 1.03 

15 顧
. 寮

交 流 震 170 2.37 1.10 64 2.31 1.08 53 2.32 1. 09 11 2.27 1. 10 

16 選 JZ. 感 214 1.63 .70 74 1.84 .91 61 11.72 .84 13 2.39 1.04 
対家族

17 交 流 変 214 2. .91 74 2.24 1.07 61 2.16 1. 04 ‘13 2.62 1. 19 

18 える時間 214 2.44 1.00 74 2.54 .97 61 2.部 .鑓 13 2.46 .97 
生 き 方

19 確 立 惑 214 2.舗 1.15 74 3.15 1.08 61 3.20 1.ω 13 急92 1. 04 
人生 針

20 生活の納得感 99 2.91 1.01 29 3.03 1.02 24 2.銘 1.00 13 3.40 1.14 

21 生 き がい光実感 214 2.32 .84 74 2.49 .82 61 2.48 .77 13 2.54 1.05 

22 学業への意欲 214 1.93 .81 74 2.00 .84 61 1. 98 .76 13 2.08 1.19 

お 3 出 席
月

意 欲 214 1.84 .79 74 1.96 骨75 61 1.97 .77 13 1.92 .64 

24 ま サークル関与意数 213 1. 92 1.06 73 2. 37 1. 28 60 2.28 1. 20 13 2.77 1.59 
で

25 の 交 友への意欲 214 1.45 .63 74 1.80 .86 61 1.69 .65 13 2. 31 1.44 

26 牒望 力を入れたい事の実現毘2:: 126 2.00 .77 34 2.27 .79 26 2.15 .部 812.回 1.06 

27 体的遺志 想 207 2.15 .60 73 2.32 .60 ω 2.30 .59 13 2.39 ‘65 
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(五段措喜平定項詔〉ー輯柏59年度入構生

G4 内 w G6 G7 洲、， む9

G4 G5 G6 G7 G8 G7+G8 G9 

a s SD n s SD n s SD a s SD n x SD a x SD n x SD 

49 2.50 1. 00 64 2.55 .82 17 3.12 .70 18 2.39 16 2.63 1.03 34 2.50 .96 19 3.37 1.12 

総 2.06 .80 64 2.19 .97 17 2.53 .87 18 2奪 171.10 16 1. 94 1.12 34 2.06 1. 01 19 2.69 1.20 

48 2.10 .91 61 2.39 .97 17 2.71 1‘05 l8 2.33 1.14 16 2.25 1.24 34 2.29 1.17 19 2.90 1.20 

相 2.12 1.20 64 1. 91 1. 04 17 2. 12 1.11 18 1.94 1.16 16 1.88 1. 36 34 1. 91 1.24 19 2.68 1.却

。2.84 1. 05 臼 3.02 1. 05 17 3.47 1.23 18 2.22 .88 16 3.00 1.21 34 2.59 1.10 19 3.32 1.29 

49 3.61 .84 64 3.23 .81 17 3.71 .69 18 3.39 1.09 16 3.81 .83 34 3.59 .99 19 3.47 1.17 

48 ゑ 65 .70 64 2.95 .84 17 3.00 .79 18 2.78 .88 15 3.07 .70 部 2.91 .81 19 2.68 1.06 

48 2.52 1. 03 64 2.36 .90 16 2. 50 1.03 18 2.33 .84 16 2.81 1.42 34 2.指 1.16 19 2.21 .86 

49 4.37 .93 64‘ 4.20 1.07 17 4.71 .59 118 4.06 1.06 16 4.56 .89 34 4.29 1.∞ 19 4.42 .90 

49 4.41 .96 63 4.64 .68 17 4.88 .49 18 4.67 .77 16 4.81 .40 34 4.74 .62 19 4.68 .部

32 2.09 1. 25 37 2.19 1. 24 11 2.09 1‘38 11 1.82 1.40 11 2.18 1. 33 22 2.00 1. 35 10 2.10 .88 

47 2.47 .62 64 2.81 .64 17 3.∞ .71 18 2.67 1.09 16 3.ω .73 34 2.鍛 .94 18 3.22 .94 

49 2.12 膨6061 2.30 .62 17 2.47 .62 17 2.18 1. 02 16 2.50 .82 33 2.33 .92 19 3.16 .60 

35 2.43 1.09 47 2.60 .88 13 2.69 1.03 14 2.43 1.02 11 2.82 .75 25 2.60 .91 12 2.83 1. 03 

35 2.29 .79 47 2.83 1.07 13 2.85 1.21 14 3.00 1.11 11 2‘91 .83 25 2.96 .錨 12 3.50 1.38 

49 2.∞ .76 64 2.13 .81 17 2. 12 .70 18 1. 78 .88 16 1.94 .68 34 1.85 .78 19 2.26 .99 

48 2.33 .91 64 2.39 .95 17 2.41 1. 00 18 2.33 .97 16 2.00 1. 03 34 2.18 1. 00 19 2.63 .83 

49 2. 57 1.01 64 2. 75 .94 17 2.65 1. 06 18 3.00 1.33 16 2.63 .89 34 2.82 1. 14 19 2.37 .83 

49 3.04 1.15 64 3.位 1.10 16 3.00 .97 18 3.33 1.24 16 3.25 1.24 34 3.29 1.22 19 3.37 1.12 

17 3.59 1. 12 18 3.28 .83 813.38 .92 914.44 。73 514.20 .84 14 4.36 .75 914.11 .78 

49 3.14 1. 02 63 3.27 .90 17 3.59 1.12 18 3.61 1.24 16 4.00 .73 34 3. 79 1. 04 19 4.11 .81 

49 2.06 .80 64 2.34 .88 17 2. 18 .95 18 1.83 ー71 16 2. 19 1. 22 34 2.00 .99 19 2.32 .95 

49 2.04 .98 64 2.09 .92 17 1. 88 .93 18 1.78 .88 16 2.13 1. 26 34 1.94 1. 07 19 1.90 .81 

49 2.25 1.28 64 2.61 1.34 17 2.94 1.64 18 2.56 1.50 16 2.31 1.49 34 2.44 2.53 1.22 

49 1. 67 ー72 臼 2.09 .94 17 2.24 1.20 18 1.89 1. 02 16 1.88 .72 34 1.88 .88 19 2.26 1.10 

28 2.18 .86 23 2.57 ‘59 912.00 .87 13 2.62 1.12 10 2.30 1. 16 23 2.48 1.12 14 2.93 1. 21 

4R 2.69 .62 59 2.80 .61 16 2.69 .60 16 3.06 .57 19 3.63 .83 33 3様。。 .71 19 3.臼 .83 
」幽幽幽幽
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付表 4-1 7月時調査におりる群別反応度数

G1 ，、... G3 
項 目 カテゴリー

G1 G2+3 G2 G3 

11 (11.6) 18 (20.7) 14 (20.0) 4 (23.5) 
間借・アパート 47 (22.0) 9 (12.2) 8 (13.1) 1 ( 7.7) 

42 (44.2) 29 (33.3) 26 (37.1) 3 (17.7) 
住 ま V' 下 宿 68 (31. 8) 27 (36.5) 25 (41. 0) 2 (15.4) 

16 (16.8) 17 (19.5) 11 (15.7) 6 (35.3) 
寮 51 (23.8) 27 (36.5) 20 (32.8) 7 (53.9) 

64 (67.4) 48 (55.2) 36 (51. 4) 12 (70.6) 
サ 一 ク ノレ 参 加 158 (73.8) 48 (64.9) 41 (67.2) 7 (53.9) 

24 (25.3) 14 (16.1) 11 (15.7) 3 (17.7) 
友 人 の 質 (親友+きがねない) 54 (25.2) 12 (16.2) 10 (16.4) 2 (15.4) 

25 (26.3) 24 (27.6) 18 (25.7) 6 (35.3) 
大学での友人 41 (19.2) 6 ( 8.1) 5 ( 8.2) 1 ( 7. 7) 

自我中核的準拠集団
13 (13.7) 3 ( 3.5) 2 ( 2.9) 1 ( 5.7) 

サークル・寮での友人 48 (22.4) 24 (32.4) 20 (32.8) 4 (30.8) 

16 (16.8) 7 ( 8.1) 7 (10.0) O 
サークル・寮活動 37 (17.3) 14 (18.9) 11 (18.0) 3 (23.1) 

3 ( 3.2) 3 ( 3.5) 3 ( 4.3) O 
趣 味 13 ( 6.1) 9(12.2) 6 ( 9.8) 3 (23.1) 

そ乙での中核的活動
27 (28.4) 32 (36.8) 26 (37.1) 6 (35.3) 

対人関係そのもの 5 ( 2.3) 25 (33.8) 21 (34.4) '4 (30.8) 

7 ( 7.4) 4 ( 4.6) 4 ( 5.7) O 
特 i乙 な し O 7 ( 9.5) 7 (11.5) O 

1 (1. 05) 3 (3.45) 3 ( 4.3) O 
な し 25 (11.7) 15 (20.3) 14 (23.0) 1 ( 7.7) 

これまで力を入れた事
4 (4.21) 9 (10.3) 5 ( 7.1)、 4 (23.5) 

人生観・読書 12 ( 5.6) 3 ( 4.1) 1 ( 1. 6) 2 (15.4) 、'. A 

や りたかったがと 13 (13. 7) 9 (10.3) 7 (10.0) 2 (11.8) 

ゃれなかった乙
サークル・寮活動 13 ( 6.1) 7 ( 9.5) 4 ( 6.6) 3 (23.1) 

1 ( 1. 1) 7 (8.05) 5 (7.14) 2 (11.8) 
出 席

O O O O 

や ら ぎ る を 10 (10.5) 6 ( 6.9) 5 ( 7.1) 1 ( 5.9) 

えなかった乙 と
サークル・寮活動 12 ( 5.6) 8 (10.8) 5 ( 8.2) 3 (23.1) 

67 (70.3) 56 (64.4) 45 (64.3) 11 (64.7) 
な し 176 (82.2) 55 (74.3) 48 (78.7) 7 (53.9) 

11 (11. 6) 1 ( 1. 2) 1 ( 1. 4) O 
学 業

11 ( 5.1) 6 ( 8.1) 5 ( 8.2) 1 ( 7.7) 

32 (33.7) 30 (34.5) 25 (35.7) 5 (29.4) 
サークル・寮活動 60 (28.0) 11 (14.9) 10 (16.4) 1 ( 7.7) 

今もっとも力を
入れている乙と 5 ( 5.3) 8 ( 9.2) 3 ( 4.3) 5 (29.4) 

人生観・読書 14 ( 6.6) 3 ( 4.1) 2 ( 3.3) 1 ( 7.7) 

5 ( 5.3) 8 ( 9.2) 7 (10.0) 1 ( 5.9) 
な し 50 (23.4) 27 (36.5) 25 (41. 0) 2 (15.4) 
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(選摂式・自出記述式項目について) :-G1.......G3-

項 自 カチゴザー

無 タι之弓

欲 求 充 足

5A.Aの理由
フ。 フ ス感情

不満・脳みがない

サークル・寮 動

教養
遊 ぴ

部期

後力を
な し

入れたい事‘

単 位 a・ 設

学部期

な し

卒後志 進絡

各 の
5. 54 

N 
5. 59 

注上段……5.54生の度数(%)

下段……5.59生の度数〈弘〉

Gl 

8 ( 8.4) 
11 ( 5.1) 

19 (20.0) 
12 ( 5.6) 

15 (15.8) 
O 

11 (11.6) 
23 (10.8) 

13 (13. 7) 
22 (10.3) 

3 ( 3.2) 
5 ( 2.3) 

7 ( 7.4) 
64 (29.9) 

4 ( 4.2) 
2 ( 0.9) 

8 ( 8.4) 
49 (22.9) 

18 (19.0) 
8 ( 3.7) 

95 

214 
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Gl ，、w G3 

G2十3 G2 G3 

11 (12.6) 8 (11.4) 3 (17.7) 
9 (12.2) 8 (13.1) 1 ( 7.7) 

23 (26.4) 16 (22.9) 7 (41.2) 

10 (13.5) 8 (13.1) 2 (15.4) 

9 (10.3) 7 (10.0) 2 (11.8) 

O O O 

23 (26.4) 16 (22.9) 7 (41.2) 

12 (16.2) 10 (16.4) 2 (15.4) 

10 (11.5) 9 (12.9) 1 ( 5.9) 

1 ( 1. 4) 1 ( 1. 6) O 

3 ( 3.5) 2 ( 2.9) 1 ( 5.9) 
3 ( 4.1) O 3 (23.1) 

4 ( 4.6) 4 ( 5.7) O 

34 (46.0) 29 (47.5) 5 (38.5) 

2 ( 2.3) 1 ( 1. 4) 1 ( 5.9) 
2 ( 2.7) O 2 (15.4) 

5 ( 5.8) 4 ( 5.7) 1 ( 5.9) 
26 (35.1) 25 (41. 0) 1 ( 7. 7) 

部 (23.0) 19 (27.1) 1 ( 5.9) 

8 (10.8) 7 (11.5) 1 ( 7. 7) 

87 70 17 

74 61 13 



付袈4-2 G4--G6 -

G4 ，、.. G6 
自 カテゴリー

G4 G5 G6 

間借・アパート 3j11;j 
iij;;:3j 

2j67j 6 (12. 7 (41.2 
さ ま p 

13 戸 ~5 4j133j 寮 10 (20. 11 07. 307.7 

サ 一 ク Jレ カ日 mi815j 
32 (65.3 37 (57. 話線:;j

きがむない人あり ;?{;;:;j 禁法~~ 14 戸 ~56 (35.3 

友 人 の 質 あったら話す人まで i i26 10 05.6 
8j267j 
5 (29.4 

〈親友+きがねえまい〉

1;iiEi{zi;-2 iij j 

11((112.96) 〉 4i133j 
10 (15. 2 01. 8 

族 2j6;j 21 (32. 2 (11. 

高 校 期 む 友 人 9i;06j 7j23ij 13 (30.3 4 (23. 
自我中核的準拠集団 22 10{333j 大学での友人 12 (24.5 7 10. 2 01. 8 

7 な し 9 (10.6位43) ) ) i id:;j 1 ( 2.0 5 ( 7. 

!入 生 観 : ~ωj 3j1001 
4 ( 8.2 4 ( 6. 3 07.8 

そζでの中核的活動 11 4j133j と く はな し 3 ( 6.1) 12 18. 3 07.7 

交 友
11 12.95) 〉 4(13.3) 

乙れまで力を 11 (22.5) 81 12. O 

入 れた ζ と な し
O 

Jj453j 
1j33j 

12 (24.5) 4 (23.5 

i d i223j 
17 ( 20.60) j 8i277j ゃちたかったが 10 15. 8 (47.1 

ゃれなかった乙と tJ'. し 7P9j 45 江戸 ~514 (28.6 39 60. 2 01. 8 

やえならかざったるζ をと な し 者協:1j
51 60. 

21i勺j48 75. 10 (58. 

入今，れもてっいとるも ζ力をと サークノレ・饗 動 12j444j 
6 02.2 

23jmj 
12 08.8 

6i200j 
、2(11.8 

目" 尊重 確 立 1i3;j 10 jll;j 6 (20.0) 
5 (10. 1 ( 1. O 

¥ コミットfメントの増大 4j148j 9 (10.6) 4?33j 10 (20.4 4 ( 6.3 4 (23.5 
SA の 改 善策

2j74j 2j 67j わか ら ない 22 (44.9 43 (67.2 7 (41. 2 

無 タぶニとz 9j333j 
15 (25.6 q18j  5 { 7.9 

3jlo oj 
4 {23.5 

教饗
人 生 観 ・ 競 轡 ;i2;:2j 1 ( 1.6 

4i133j 
3 07.7 

後 力を 部期 な し 1j37j 330j 
入れたい

20 (40.8 8 (47.1 

と 単 f立 . 進級 2i74j O 1 ( 3.3) 
ζ 1 ( 2.0 O O 

学部期
業 18j66;j 田 58.86)〉 23j767j 学 25 (51. 26 (40. 7 (41. 2 

卒後志 銘 就 織 19j704j 
34 (69.4 

49((57.7〉〉
44 (68.8 13j勺j12 (70. 

S. 54 27 85 30 
群 の N 

S. 59 49 64 17 
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付表4-3 -G7--G9-

G7 9、w G9 
項 目 カテゴリー

G7 G8 G7+G8 G9 

サ 一 ク ノレ i 会員
8 (72.7) 12 (部.0) 20 (57.1) 6 (28.6) 
11 (61.1) 11 (68.8) 22 (64.7) 10 (52.6) 

きがねない人あち
9 (81.8) 12 (50.0) 21 (60.0) 9 (42.9) 
10 (55.6) 11 (68.8) 21 (61.7) 9 (47.4) 

友 人 の 質 遊び{中鰐まで
O 2 ( 8.3) 2 ( 5.7) 1 ( 4.8) 
2 (11.1) 2 (12.5) 4 (11.8) 4 (21.1) 

(親友+きがねない〉 1((9.1) 〉 3 (12.5) 4 (11.4) 2 ( 9.5) 
2 (11.1 1 ( 6.3) 3 ( 8.8) o 

サークノレ・寮での友人
1 ( 9.1) O 1 ( 2.9) O 

畠我中核的準拠韓国
3 (16. 7) 7 (43.8) 10 (29.4) 2 (10.5) 

尊敬する入・師
1 ( 9.1) 1 ( 4.2) 2 ( 5.7) O 

O O O 3 (15ι〉

人生観・世界観
1 ( 9.1) 1 ( 4.2) 2 (ち.7) 3 (14.3) 

そζでの中核的活動
4 (22.2) o 4 (11.8) 5 (26瑚 3)

と く に な し
4 (36.4) 1 ( 4.2) 5 (14.3) 1 ( 4.8) 
3 (16.7) O 3 ( 8.8) 2 (10‘5) 

や ち ~ る を
な

1 ( 9.1) 4 (16.7) 5 (14.3) 5 (23.8) 
えな治〉った ζ と し 7 (却.9) 8 (50騰。〉 15 (44.1) 13 (68.4) 

SA.Cの理岳 大学の制度・ 態
1 ( 9.1) 3 (12.5) 4 (11.4) 9 (42.9) 

O O O O 

SA の改善築 環 機 調 盤
4 (36ι〉 1 (ゐ2) 5 (14.3) 1 ( 4.8) 

O 1 ( 6.3) 1 ( 2.9) O 

後志望進路 i就 職
63 (66.3) 52 (59.8) 41 (団.6) 11 (64.7) 
13 (72.2) 14 (87.5) 27 (79.4) 11 (57.9) 

各 群 の
S. 54 11 24 35 21 

N 
S. 59 18 16 34 19 



買;行 誤 正

p.10 13 理系教官(1)準拠 への
豊 嶋 論 文

p.14 10 絵果主それを半面で i主
最終行 公的な社会通念 適応

p.15 10 社会(文化)包非適応感 今(J)

p.17 7 そのための知識萱及 盛堅

26 不協和がー下 閣

p.18 17 不鐙意感 杢

p.25 16 自由記述式項目鎗主について 鐙孟を削除
清 論文

p.38 13 SA.B (中閉オd襲}改善一 SA.B (中間t準}の改善一

p.43 文献No.5 Yshino. H. Y 0 s h i n o~ 

業務報告 p.64 表:4-2
脚注 カ乏ゴリー ヱ
最終行

L 




